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第一章　マンネリ化？　まさかそんな……ね。

第二章　新鮮に挑戦！　気に入ってくれるかな。

第三章　ちょっとやりすぎ？　だけど、でも。

第四章　まさかの彼も？　やだもう、大好き。









第一章　マンネリ化？　まさかそんな……ね。








「お疲れ様です」 

　定時を迎えデスクから離れた柳やなぎ原はら千ち秋あきは、同僚の事務員に軽く手を振って、弾むような足どりで足早にオフィスを後にした。

　週末の今日は彼氏、稲いな生お昭あきらの部屋にお泊りと決まっている。同部署の課長をしている彼が、定時で帰ることはほぼない。ふたりが勤務している輸入雑貨の専門店『シャリテ』は、インターネット通販事業で業績を伸ばし、業界では大手の部類に入っていた。小物だけでなく、組み立て家具なども扱っており、商品開拓の責務も負っている昭は、戦略会議にも参加をするため、退社時間が千秋より一、二時間は遅くなる。

「今日は、何にしようかな」

　スーパーに立ち寄って、夕食の材料を物色する時間は、千秋の幸福度を高めてくれる。大好きな彼のために、おいしいものを作って出迎えるなんて、まるで夫婦みたいだと胸がときめく。千秋は年齢よりも幼く見られる原因の、ふっくらとした丸い頬を持ち上げて、食材をながめながら店内をゆっくり歩いた。

　胸の奥がくすぐったくなるような温かな心地は、付き合って三年目を迎えようとしている今でも変わらない。

　今日は豚肉が安くなっていたので、豚肉のアスパラ巻きにすると決めた。他に必要な材料を買い終えて、彼のマンションに向かう。

　付き合い始めのころは気後れしていた、重厚な雰囲気の大理石を思わせる明るめのグレーの敷石で飾られたエントランスに足を踏み入れ、八階にある昭の部屋に入った。

　玄関は広く、右側にシューズクロークがあるので、すっきりと片付いている。白を基調に、ダークブラウンで構成されており、上品な明るさを醸していた。そこから伸びる廊下の手前左にある部屋が昭の寝室。手前右には書斎があり、書斎の隣に三人ほど入っても余裕がある程度の広さの洗面所兼脱衣所と風呂。その隣にはトイレがあった。突き当りがリビング・ダイニングで、広いベランダに面したガラス扉から、夕方のオレンジの光がたっぷりと室内を照らしている。カーキ色のソファの前に置いてある、ガラス天板のローテーブルが夕日の色を写して、湖面のように輝いていた。ダイニングの隣には、襖で隔てることのできる六畳の和室がある。

　３ＬＤＫのマンションは洋間の色合いが白を基調としながらも、ダークブラウンやカーキ、草色の家具で構成されているので、和室と洋室はしっくりと同じ雰囲気でまとまっていた。

「よいしょっ……と」

　一枚板で作られた、フローリングと同系色のダークブラウンのダイニングテーブルに荷物を置いた千秋は、和室へ入り、押入れから部屋着を取り出して着替えた。

　彼の部屋に通うようになってから、だんだんと千秋の私物は増えていき、いまや押入れの中には千秋がここに越してきてもいいくらいの服やカバンが収まっている。

　クリーム色をした上下セパレートタイプの部屋着は、ゆったりとしたシルエットのロングスカートで、近くのコンビニに買い物に出ても恥ずかしくないデザインだ。その上にお気に入りの、黒猫の顔が裾に大きくプリントされているエプロンを着けて、肩より長い、毛先のみパーマをかけている髪を、うなじのあたりでひとつにまとめてから料理に取りかかった。

　普段の昭は外食か総菜がほとんどらしく、毎週の千秋の手料理を楽しみにしてくれている。もともと料理が得意というわけではなかったが、好きな人が喜んでくれる姿がうれしくて、色々と練習をしているうちに千秋の料理の腕は上がった。

（もう、いつでもお嫁に来られるのにな）

　軽快に包丁を動かしながら、ファミリータイプのマンションに結婚の夢を重ねて、千秋はそっと吐息を漏らした。

　

　千秋が入社した時にはすでに、昭は課長職に就いていた。

「はじめまして。課長の稲生昭です」

　さわやかな笑顔で自己紹介されて、千秋はぽうっと見惚れてしまった。慌てて自己紹介をして、これからよろしくとあいさつをされた時には心が弾んだ。同年くらいに見えるのに、課長だなんてすごいなと思っていたら、入社後２年で抜擢されたと先輩事務員に教えられた。社内に新しい感覚を取り入れ、今の流れを掴んで消費者にアピールをするのが狙いだったらしい。

　なぜか自分のことのように得意げに教えてくれた先輩事務員の態度が不思議だったが、謎は数日勤務しているうちに解けた。

　さわやかな笑顔と、すらりとした長身。何かを考えている時は切れ長の目がスッと細まり、凛々しい雰囲気をまとうのに、誰かに話しかけられると、とたんに柔和で人好きのする笑顔になる。誰かの失敗を責めるのではなく、そこからどうするかという的確なアドバイスをし、上司はもとより部下にも丁寧な態度を取る紳士的な彼は、他部署からも熱視線を送られていた。

（だから、先輩は得意げだったのね）

　自分の上司が他部署からもうらやまれるほどの好人物なのだから、誇らしく思うのは当然だろう。

（彼女、いるのかな。ウワサはないみたいだけど……内緒にしているだけで、きっといるよね）

　あんなに素敵な人なのに、フリーだなんてありえないと考えた千秋は、いつの間にか彼に惹かれている自分に気がついてドギマギした。

（やだ。でも……しかたないよね。稲生課長、すごく素敵なんだもん）

　社内の女性社員のほとんどが、昭に好意を持っていると言っても過言ではないほど、彼は人気者だった。それでも嫉妬の対象にならないのは、男女の別なく同じ態度で接するからだ。その上、上司に対しても臆することなく意見を発し、部下であっても有用な意見と判断すれば、自分の考えに固執せずに取り入れる。だからモテるのだと、嫉妬をする前に誰もが納得してしまう。

（こんな人が、現実にいるなんて）

　ドラマの中の人のようだと思いつつ、千秋は昭を見つめる日々の中で淡く切ない恋心を募らせていった。

　仕事の指示を受けるたびに、胸がときめいた。同時に、業務に関すること以外の話をする機会がないことに、寂しさを覚えた。もっと話をしていたい。仕事の話題以外にも、いろいろと会話ができればいいのに。

　ひそかに想いを温めていた千秋が、休日にショッピングモールへ出かけたある日。モール内にある映画館で上演している作品の紹介パネルの前で立ち止まり、先週封切された好きな外国人俳優が出演している映画を観ようかどうかと迷っていると、声をかけられた。

「柳原さん、お疲れさま」

　聞き覚えのある声に振り向くと、柔和に目じりを下げた昭がいた。千秋は突然の出来事に、とっさに状況を受け止められず、幻を見ているのではないかとボウッと見とれてしまった。

「柳原さん？」

　不思議そうに名前を呼ばれて我に返り、慌ててペコリと頭を下げる。

「稲生課長！　お疲れさまです」

「映画を観るの？　彼氏と、かな」

「いえ……ひとりで来てて、友達を誘おうかどうしようか迷っていたんです」

　まさかこんなところで昭と会うとは想像もしておらず、千秋は思わずざっと自分の服装を確認した。

　モスグリーンのスキニーパンツに、ハニーマスタードのチュニックなんて、地味すぎる。カバンもシンプルなトートバッグで、髪だって毛先をきちんと巻いていない。

（もっと、かわいい恰好をして来ればよかった！）

　後悔しても、もう遅い。もじもじしていると、昭がパネルをながめて言った。

「どの映画？」

「これです」

　過去のアメリカで、ふたりの男が裕福な者たちを次々にだまして大金を手に入れるというクライム映画のポスターを指さして、昭を見つめる。

　スーツを着ていない彼は新鮮だった。ブラックジーンズに有名スポーツメーカーのスニーカー。フェイクレイヤードになっているグリーンのニットソー。黒のボディバッグという出で立ちは、会社で見るよりもずっと若々しい。すらりとした体躯とシャープな顔立ち。笑うと鋭さの消える切れ長の目。仕事の時はワックスで上げられている前髪が、軽く左に流されている。リラックスしている雰囲気の彼は、社内での凛々しい雰囲気よりも柔和な気配が強く出ており、やはり彼は自分とそう年が変わらないのだなと改めて感じられた。

（どうしよう。かっこいい！）

　キュウンと胸が苦しくなって、千秋はトートバッグの取っ手を強く握った。

「柳原さんさえよければ、一緒にどうかな」

「えっ？」

「俺も、この作品観たいと思っていたんだ。観終わった後、話ができる相手がいるとうれしいんだけど」

「っ！　わ、私も……です」

「じゃあ、決まりだ」

　夢のような展開に足元が浮き上がる。ふわふわとした足取りで彼の後をついていき、一緒に映画を観た。

　彼の存在を意識してしまい映画に集中できないかもと心配をしたが、どんどん物語に引き込まれていき、終盤の大どんでん返しに興奮して、大満足で観終わった。

「面白かったな」

「はいっ」

　うきうきと返事をした千秋は自然な流れで、昭と共にモールの中を歩いた。

「終盤の選択を迫られるシーンの表情は、すごかったな」

「堪えているのに、抑えきれない強い気持ちが伝わってきてグッときました」

　彼に誘われてレストランフロアのカフェに入り、今回の映画の感想や、以前に観た作品の話、好きな俳優の話などを語り合った。

「そういう見方もあるんですねぇ」

「同じ映画を観ていても、違う視点での意見を聞くと新鮮な感じがするなぁ」

「もう一回、教えてもらった目線で映画を観たくなりますね」

　ふっと会話が落ち着いた瞬間に、昭の笑みが深くなった。

「もしよかったら、また付き合ってくれないかな？」

　思いがけない言葉に、千秋は目をぱちくりさせた。はにかんだ昭の笑顔に、心臓が絞られるほどの愛おしさを覚えた千秋は、勢い込んで返事をした。

「はいっ！」

　そこから、ふたりは共に映画を観るようになった。千秋は恋人とは呼べない関係に喜びと物足りなさを覚えつつ、昭と過ごす休日を宝物のように感じていた。そして三か月が過ぎたころ、昭からの告白を受けて付き合うこととなり、およそ三年の月日が経過した。

　

　アスパラに豚肉を巻きつけているとスマートフォンの画面が明るくなり、届いたメッセージが表示された。

『いま、電車に乗った』

　昭からのメッセージを確認し、彼の到着時間を計算して下ごしらえを終えたアスパラ肉巻きを焼いていく。

　すべての料理が完成したころに、玄関の扉が開いた。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　廊下の向こうに弾んだ声をかけた千秋は、テーブルに料理を運んだ。

　自室に入ってスーツを脱ぎ、着替えを済ませた昭がダイニングに現れた。笑みを交わして互いに近づき、親愛を乗せた唇を軽く重ねる。

「おいしそうだな」

　テーブルの上に視線を走らせた昭と共に、席に着く。手を合わせて箸を取り、あれこれとたわいない会話をしながら食事をして、食後にのんびりとテレビを観ながら過ごした後、風呂に入ってベッドで愛を育む——。

　

　——というのが、いつもの週末の過ごし方なのだが、今日は違った。

『ごめん。取引先と会食をすることになった』

　スマートフォンのロック画面に表示されたメッセージに、落胆と諦めの吐息を漏らす。手を洗ってスマートフォンのロックを外すと返信を打った。

『わかった。気をつけて帰ってきてね』

　メッセージを送信したら、すぐに既読の印がついて、謝罪するネコのイラストが送られてきた。

　ふっと寂しい笑みを口元に浮かべて、千秋は自分が食べる分だけのアスパラ肉巻きを焼いた。

　事業拡大の販路開拓が始まった先々月から、昭は忙しくなってしまった。今日のように夕食を共にできない週末は、初めてではない。それなのに毎回、新鮮な空虚を感じてしまう。

（ひとりの食事なんて、いつものことなのに）

　ここに来ない日は、一人暮らしのワンルームマンションに帰って、ひとりで食べている。　同じことだと自分をなぐさめても、胸の底のひんやりとした感覚はぬぐえなかった。

（ここが、広いから？）

　ファミリータイプのマンションだから、ぽつんと取り残されたような気持になってしまうのかもしれない。

「やだなぁ」

　わざと気持ちを声に出して形にしてみた千秋は、もそもそと食事を始めた。

（おいしくできたのになぁ）

　前に昭が、仕事の関係で食べる食事は味よりも仕事の話が気になって食べた気にならないと言っていた。

　——どんな高級料理でも、仕事で食べてもちっともおいしく感じられない。千秋の手料理が、いちばんくつろいで味わえるよ。

　とろける笑みで言われた言葉を思い出し、気持ちを切り替える。

　彼の分は、明日の朝食にすればいい。朝から豪華だなぁと、彼は笑ってくれるだろう。

「よしっ！」

　仕事ならばしかたがない。昭はがんばっているのだから、沈んだ気分でなんていられない。疲れて帰ってきた彼を、癒す準備をしておこう。

（暗い顔で出迎えたら、気まずい雰囲気になっちゃうもんね）

　せっかくの週末を、イヤな気分で過ごしたくない。

　食事を終えた千秋は食器を片付け、風呂の準備をして昭の帰宅を待つことにした。

（お酒がメインで、あんまり食べられなかったりするかもしれないし）

　風呂の準備中に思い至って、冷蔵庫を確認する。お酒の後なら、軽いものがいいはずだ。

（お漬物はあるし、味噌汁は作ってあるから大丈夫そう）

　追加で買い物をする必要はないと判断した千秋は、先に風呂を済ませて寝間着に着替え、テレビのバラエティ番組を観るともなしにながめつつ、昭の帰宅を待った。しかたがないと気分を切り替えようとしても、やはり彼がいないと寂しく感じる。そっと膝を抱え込んで、千秋はため息をこぼした。

　ぼんやりと過ごしていると、玄関で物音がした。

（帰ってきた！）

　玄関の開く音に反応して、ソファから飛び跳ねるように立ち上がる。壁掛け時計に目を向けると、九時前を示していた。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　大急ぎで出迎えた千秋に、昭はうれしそうに目を細めた。たったそれだけで、寂しさにささくれていた千秋の心はふんわりと丸くなる。

「遅くなって、ごめん」

「ううん、大丈夫。お腹空いてない？　お酒がメインで、あんまり食べられなかったとか、ない？」

「いや、大丈夫。若いんだから、いっぱい食べろってあれこれ出されてしまってさ」

　苦笑を浮かべる彼に、そっかと返して一歩下がった。

「お風呂、湧いてるよ」

「助かる」

「着替え、持っていくから」

「うん。じゃあ、このまま風呂に行かせてもらうな」

　うなずいた千秋は風呂に向かう昭を見送り、寝室に入って彼の下着と寝間着を用意しながら、さきほどのやりとりを胸中で反芻する。当たり前のように出迎えて、当たり前のように返されて。とても自然なやりとりは、日常の一部としか思えない。こうして、風呂に向かった彼の着替えを用意することも、用意されることを頼まずに浴室に向かった昭も、このやりとりを特別なものとは感じていない。

（夫婦みたい）

　本当にそうだったらいいのになと、わずかな寂しさを浮かべつつ、脱衣所に下着と寝間着を置いてソファに戻った。

　ソファの背を指先で撫でて、倒れるように体を落とす。脚を抱えて座り、膝の上に顎を乗せた。

（結婚、かぁ）

　友人間で、ちらほらと話題に上る単語が頭上にのしかかってくる。三十歳までに結婚したいと息巻いている友人に、千秋はいいよねとぼやかれたことがあった。将来有望な彼氏と、ゴールイン目前なんでしょう……と。二十七という年齢は、焦ってもおかしくない時期なのだと、友人の言動の端々から感じ取れた。

　あの時、あいまいな笑みで受け流したのは余裕があったからではなく、確証が持てなかったからだ。

　なんとなく、このまま昭と続くものだと考えていた千秋は、友人から聞かれて改めて考えてしまった。

（私、昭と結婚するのかなぁ）

　友人に〝ふたりは結婚をするものだ〟という目で見られていたことが判明すると、昭がどう思っているのかが気になりはじめ、悩みへと発展してしまった。

　他の人と、なんて考えは浮かばない。しかし彼がどう思ってくれているのかが、わからない。

（したいなぁ……昭と）

　結婚という単語が、しっかりとおでこの裏に張りついて、千秋の思考を引き寄せる。友人の言うように、自分はゴールイン目前なのだろうか。それっぽい気振りを、昭から感じたことはない。彼は結婚を意識してはいないのかもしれない。現状で満足をしていて、このまま時間が過ぎていくのではないか。

「うーん」

　眉間にしわを寄せてうなった千秋は、ため息をこぼして目を閉じた。未来への不安がお腹のあたりに漂っていて気持ちが悪い。付き合い始めのころは、彼と過ごせることに夢中でモヤモヤを抱える隙なんて、ちっとも無かったのに。

「千秋」

　呼ばれて顔を上げると、小首をかしげた寝間着姿の昭がいた。ゆっくりと近づいて来る彼を見つめると、唇がさみしくなった。軽く身を乗り出して、顎を上げる。クスッと笑って隣に座った昭に抱き寄せられ、軽いキスを受けた。

「んっ」

「せっかくの週末なのに、ごめん」

「仕事、すっごく忙しそうだね」

「まあ、佳境に入ってきたって所だからな。来週は出張もあるし」

　視線を落として、彼の肩に額を乗せる。来週から十日間、彼は海外の買い付け視察に行ってしまう。ここのところ彼が忙しくしている理由を改めて意識すると、さらに気分が沈んでしまった。

「しばらく会えなくなるのに、ごめん」

　髪にキスをされたら、鼻の奥がツンとした。

　十日間も離れたくない。

　言いたいけれど、困らせるだけだとわかっている。だから口を堅く結んで、彼の背中に腕を回した。

　心の中のモヤモヤが、彼の体温を感じているうちにだんだんと薄れていく。肺の深くに彼の匂いを吸い込むと、ざわついていた気持ちがゆっくりと落ち着いてきた。背中を撫でられて、目を閉じる。そばにいるだけで、こんなにも深い安らぎを与えてくれる人は、他にいない。静かな呼吸を繰り返して、しみじみと彼が好きだという心地をかみしめる。

　身も心も彼にゆだねていると、耳元に息がかかった。

「千秋」

　耳に注がれたささやきが色っぽくて、ゾクリと肌がわなないた。耳を軽く噛まれて、ふっと喉から息が漏れる。熱い息が耳に触れると、目の奥がクラクラした。たったこれだけで、体から力が抜けてしまう。

「そろそろ、寝ようか」

　艶めいた気配を含んだ声に、産毛が逆立った。肌がふわっとぬくもって、鼓動が弾んだ。こうして抱きしめ合っているよりも、もっと濃密な行為をしたくなる。

　誘われて、コクリとうなずく。彼に抱き上げられるように立ち上がって、唇を重ねた。

「んっ、ん」

　お休みのキスにしては甘い、けれど官能の口づけにしては軽いふれあいを繰り返しながら寝室へ向かう。腰を抱かれて部屋に入り、明かりをつけないままセミダブルのベッドに横になった。

「ふ……昭」

　自分よりも高い体温に包まれて、千秋はうっとりと目を閉じて顎を反らした。横になった昭に抱きしめられ、ゆるやかなキスを繰り返す。

　とろとろと眠りにいざなう子守唄に似た優しい触れ方に、体の力が抜けていく。

「ひとりで晩御飯、食べさせてしまって……ごめんな」

　閉じていた目を開けて、深い慈愛の色をたたえた彼の瞳に唇を寄せた。

（寂しかった、なんて言えない）

　子どもじみているし、彼に気を使わせてしまう。

（私が癒してあげたいのに）

　いつも彼に癒されてしまう。こんなふうに、キスだけで心地いいぬるま湯にたゆたっているような気分にさせられてしまう。

「昭」

　手を伸ばして、彼の頬に触れた。少し長い前髪をかき上げて、額にキスをする。彼の頭を抱きしめて、頬を擦り寄せた。甘やかしたいのに、甘えたしぐさになってしまうのは、彼が好きでしかたがないからなのだろうか。

　鎖骨に彼の息を感じて、千秋はふたたび目を閉じた。キュッと肌を吸われて小さくうめく。

　今、彼の証を付けられた。

　ジンッと頭の芯が痺れて、欲望が頭をもたげる。もっともっと、触れられたい。体中すべて、愛されたい。

「昭ぁ」

　ねだる声になってしまった。クスクス笑う昭に首筋を舐められて、うっとりとした嬌声があふれ出る。

「はぁ、ん」

「甘えただな、千秋は」

「んっ、だって……っ」

「だって？」

「昭が、好きだから」

　モゴモゴと口の中で言い訳をするようにつぶやくと、昭の目が糸のように細くなった。

「うん。俺も、千秋が好きだ」

　チュッと軽く顎を吸われて、お返しに彼のこめかみにキスをする。首を伸ばした彼の唇に唇をふさがれて、ささやかれる。

「だから、今日は一緒にご飯を食べられなくて、寂しかった」

「昭が？」

「うん」

「他の人と、食事をしていたのに？」

「千秋がいないから」

「私が、いないから」

「そう」

　暗闇の中、昭の目が少し寂しそうな光を浮かべた。慈しみを含んだ口辺と瞳が、彼の言葉が真実だと伝えてくれる。

　確かめるように繰り返した千秋の口内に、そっと舌が差し込まれた。

「ふっ……ぅん」

　本当に？　と喉まで出かかった言葉が彼の舌に押し戻される。

　歯列をなぞられ、上顎をくすぐられると太腿の間がヒクリと震えた。体の芯にポッと劣情の火が灯り、じわじわと全身に広がっていく。

「んっ、う……はぁ、あ、昭」

　たっぷりと口腔を舐られて、全身の性感帯が目を覚ます。彼の手が寝間着の裾から背中に入り、背筋を撫でられると電流に似た刺激に貫かれた。

「ひぁんっ！」

「敏感だな、千秋は」

　背をしならせた千秋の寝間着の裾がめくれて、腹部があらわになる。大きな手のひらで腰をなでられ、へそに唇を寄せられたら、羞恥と期待に女の園がちいさく波打った。

「ぁ、昭」

「そんなに可愛い声で呼ばれたら、もっともっと愛したくなる」

「ん……して」

　鼻にかかった甘い声を出して、昭の髪に指を絡めた。下腹を唇で撫でられて、くすぐったさに身をよじる。彼の腕が腰に絡み、しっかりと抱きとめられて、わき腹や腹のくぼみのあたりを舌と唇でなぞられる。

「は、ぁ……ッ、昭」

　ショーツのふちギリギリまでを唇でくすぐられ、脚の間がムズムズした。形を確かめるようなしぐさは、もどかしいくらいに緩慢で焦れてしまう。へその奥がじんわりと熱を持ち、トロトロと甘い蜜を生み出して肉花を潤わせていく。

「千秋、可愛い」

　寝間着の上をめくられて、お風呂上がりでブラジャーをしていなかった千秋の胸があらわになった。彼の唇が移動して、乳房に触れる。

「っ……ふ」

　胸の周囲をなぞった舌が、ゆっくりと乳頭を目指してなだらかな丘を登っていく。

「ん、ぁ……ふ……っ、う」

　あえやかな吐息を漏らして、彼の舌が先端に到達するのを待つ間、千秋は脚の間の疼きを抑えるために、太腿をすり合わせた。女の園がヒクリヒクリと、彼に愛されるのを待っている。

「ふっ、ぅ……あ、ぁあ」

　チロリと胸の頂を舐められて、淡い悦楽に鼻がヒクヒクと反応する。色づきの周囲を舌先でなぞられ、尖りを吸われると頭の芯に恍惚の痺れが広がった。

「は、ぁあ……あっ、んぅ」

　チュクチュクと彼の口で胸の実が育てられる。ツンと膨らんだそこを丹念に愛されると、もう片方が疼いた。

「昭……っ、ぁあ」

「わかってる」

　濡れた個所にかかった息が、肌に艶めいたさざなみを与えてくれる。じっくりと炙るような昭の愛撫に、体の奥底に眠る情欲を余すところなく引き出されて、淫靡な嬌態をさらしてしまう。

　それが、とてつもなく気持ちいい。

「あぁ、昭……っ」

　もう片方の乳嘴を甘やかす昭の頭にしがみつき、頬を擦りつける。先にたっぷりと愛されて熟れた実は、指の腹でつぶすようにこねられた。

「ひぁ、あうぅ……っ、は、ぁあ」

　与えられる刺激は胸の芯を通り、心臓のあたりで重なって全身に広がっていく。産毛が逆立ち、淫靡な熱が全身に広がって、肌がうっすらと色づいていく。

「ぁあ……あっ、昭、あぁ……あっ、ふ、ぁ」

　太腿をすり合わせても、肉花の疼きが抑えきれなくなった千秋の腰が揺れた。体を起こした昭の脚で太腿を割られて、膝でグッと女陰を押し上げられる。

「はぅっ」

　そのまま膝でゆるゆると擦られて、千秋は顎をのけぞらせた。

「は、ぁあ……あ、ぁあ……っ、んっ、んぅ」

　恥ずかしいのに、彼の膝に押しつけて自ら擦りつけてしまう。ふんわりとした笑みを浮かべている昭の唇と、鋭さを宿した切れ長の瞳に幸福と羞恥があおられた。しっとりとショーツが濡れているのがわかって、彼の引き締まった脚に湿りが伝わっているのだと思うと、心臓が痛いほどに高まった。それがさらに快感を増幅させて、淫らな意識に呑まれてしまう。

「は、ぁあ……昭ぁ、あっ、んぁ」

　ジンジンと痺れるほどに愛されたふたつの胸の実は、真っ赤に熟れて零れ落ちそうになっていた。熟したそこから唇と指を離した昭が、にっこりとほほ笑む。

「俺が欲しい？」

「っ……いじわる」

　ぷくっと頬を膨らませると、耳にキスをされた。

「もっと、甘えてほしいんだ」

　劣情をたっぷりと含んだ視線を向けられて、求めるように軽く首筋を噛まれた。

「あっ」

　ゾクゾクッと全身を悦楽が駆け抜けて、短い嬌声が唇からこぼれ出る。彼の手が下方に伸びて、ズボンごとショーツをずらされた。羞恥と期待に身じろぐと、下肢の淡い繁みをまさぐられる。

「っ、は……あっ、ん」

　くすぐったさの奥にある淡い快感を下生えを絡めるように動いた指に引き出され、陰唇がむずがゆくなった。

「ふっ、はぁ……あっ、あ」

　切なく甘い息を漏らすと、昭の目に淫靡な光が生まれた。劣情を帯びた彼の視線に、心の性感帯がわなないて声が上ずる。

「あ、昭……っ」

　目じりを細めた昭の指に、割れ目をなぞられて浅い箇所をくすぐられる。

「もう、濡れてる」

「だって……っ」

「うん。俺のせいだな」

　うれしそうに弾んだ彼の、吐息交じりの声に心臓がドキリと跳ねた。彼の指が女丘を滑り、秘裂の先端に到達する。トントンと促すように叩かれて、そろそろと脚を広げた。

「いい子だ」

　艶めいた声で褒められて、恥丘を撫でられた。

「ふ、ぁ」

　割れ目を指の腹でなぞられて、腰が跳ねた。ゆるゆると上下に擦られて、淡々とした愉悦が生まれる。奥から蜜がにじみ出て、花弁が揺れた。

「は、ふぁ、あ……っ、ん」

　肉花の内側に触れてほしいのに、昭の指は入り口をまさぐるばかりだ。ゆったりとした快感にさらされて、千秋は彼の首に顔を擦りつけた。乳房がつぶれるくらい彼の体に胸を押し付け、グッと奥歯をかみしめる。

「んっ、ん……ぅ、ふ……ぅ」

　むず痒さに似た感覚が下肢に広がり、奥が切なくなっていく。つぷんと彼の指が陰唇に沈んで、隘路の口をつつかれると腰が勝手に前後に揺れた。

「ねだっているのか？」

　耳に注がれた彼の声は、火傷しそうなほどに熱かった。彼の興奮が伝わって、ゾクンと心臓が淫靡にわななく。

「う……っ、だって」

　そうだと認めるのは恥ずかしいが、違うとは言えない。彼を求めているのは事実だし、昭には態度で伝わってしまっている。もじもじしていると、不意に花弁に隠れている淫芽を指先で弾かれた。

「ふぁっ、あ」

　敏感な箇所を指でつままれ、キュッキュッと扱かれる。脳天を貫く断続的な恍惚に足の先がピンと伸びてしまう。愛される花芽に意識のすべてを奪われるほど、強い陶酔に見舞われた。

「は、ぁあんっ、昭ぁ……あっ、あぁ、あふっ」

　愛撫に震える蜜壺が愛蜜を湧かせて隘路を濡らす。流れた蜜が肉花をたっぷりと湿らせて、昭の指が動くたびにクチュクチュと淫靡な水音を立てた。

「はふ、ぁ、ああ……っ、ダメぇ、あっ、あ」

　蜜口が昭を求めてひくついている。彼の指が花芽から隘路に移動し、指先でかき回されるとヒダが指に吸いつくように絡んだ。

「ふぁあんっ、あ、あぁ……昭ぁ、あっ、んんっ」

　脚を広げて、彼の腰を抱きしめるようにひっかける。羞恥よりも欲しい気持ちが強くなり、ガマンができない。

「昭ぁ」

　ねだるように呼ぶと、はにかむ笑顔でうなずいた昭が上着を脱いだ。ほどよい筋肉に覆われた、スリムだが男らしい力強さを宿している上半身に期待が高まる。ズボンを穿いたままの彼の腰が脚の間に押しつけられた。布越しでもはっきりとわかるほど熱くて固いものが濡れた秘裂にあてがわれ、期待に喉がゴクリと鳴った。腹の底から熱い息の塊がせりあがって、喉からあふれる。

「は、ぁ」

「千秋」

　愛おしさをたっぷりと含んだ声に、唇を寄せてキスをねだる。しばらくキスを繰り返すと、ポンポンとなだめるように背中を叩かれた。

　待っていてという合図にうなずいて、ベッドから離れる昭を見送る。サイドチェストの引き出しを開けて避妊具を取り出した彼が、ズボンを脱いでそれを装着するのを見守った。

「そんなにじっと見られると、恥ずかしいな」

「慣れないの？」

「千秋は、俺にいろんなところを見られるの、慣れた？」

　ううんと首を振ると、髪を撫でられた。そういうことだよと仕草で言われて、ふふっと笑って肩をすくめた。

　覆いかぶさってきた昭にキスを求める。応えてくれた昭の唇にたっぷり甘えていると、熱杭の切っ先が隘路に沈んだ。

「ああ……あ、ああ……っ」

　とろりとした液で濡れそぼった隘路は、質量のある熱を歓迎してわなないた。ヒダが欲熱に絡みつき、奥へと誘う。

「千秋……ああ」

　恍惚を滲ませる昭の声に、千秋はほほ笑んだ。下肢がぴったりと重なって、根元まで彼を包んでいる喜びに満たされる。

「昭……っ、あ、ふ」

　クンッと彼が腰を揺らすと、腹の底に欲望が重く響いた。ゆるゆると内側を擦られて、隘路が媚肉へと育ち、悦楽の痺れに昂っていく。

「は、ぁあ、んっ、あ、ああ」

　彼が動くたびに、蜜壺が甘く切なくなっていく。心音が早くなり、体温も息も上がって汗がにじんだ。

「ふっ、千秋……っ」

　息を乱して抽挿のリズムを上げる昭の、快感を堪えている表情が愛おしくてたまらない。

（もっともっと、私を欲しがって）

　自分だけが望んでいるのではなく彼も求めてくれているのだと、昭の眉間に寄ったシワが教えてくれる。

「はっ……ぅ、あ……あぁっ、あ」

　蜜襞で抱きしめている熱が、これ以上ないほど張りつめている。内側で育った欲熱が弾ける瞬間を待ち望み、千秋は彼のリズムに合わせて体を揺らした。

「あっ、ああ……昭ぁ、あっ、ふ……っ、昭、あきらぁ」

　ピッタリと重なった肌に擦れる乳首の快感と、内側を擦られる悦楽が混ざり合い、脳の芯が淫靡な痺れに支配された。腹の奥で情欲が膨らんでいく。彼だけではなく自分も極まりに向かっているのだと自覚して、千秋はさらに体を上下に動かした。

「はっ、はっ、あ、昭……っ、あ、あぁ、昭ぁ」

「んっ、千秋……っ、イく……いい？」

「うんっ、いい……い、ぃ……ッ、来てぇ」

　泣き出しそうな声で求めた千秋の中で、昭の情熱がグゥンとしなった。

「ひぁううっ！」

　はちきれそうなほど大きくなっていた情欲を熱杭に激しく打たれて、千秋は絶頂の波に呑まれた。背を反らせて小刻みに痙攣し、キュウキュウと昭を絞り上げる。

「く、ぅ」

　うめく昭に痛いほど強く抱きしめられて弛緩すると、ふたりの境界が溶けてひとつになった気になった。

「は、ぁ……ふぅ」

　ゆっくりと引いていく恍惚の波に何もかも奪われた千秋は、同じく脱力をした昭にぐったりとのしかかられた。ほんのりと汗をかいた彼の肌から、男らしい香りが漂ってくる。湿った髪に指を絡めて深く細く息を吐き出し、目を閉じて徐々に遠ざかっていく余韻を味わっていると、こめかみにキスをされた。くすぐったさにクスクスと笑いを漏らすと、目じりにキスをされ、ギュッと強く抱きしめられる。彼の体温と心地よい気だるさ、余韻に包まれた彼の緩慢なキスのしぐさと肌にかかる彼の体重が、そのまま幸福の重みとなって千秋を包んだ。

　うっとりと事後の世界に浸っていると、ふいに昭が起き上がった。

　チュッと軽く額にキスをされて、彼が抜ける。ヒクリと反応した花弁が、名残惜しむようにわずかに震えた。

「タオル、取ってくる」

　低くささやかれて、重い瞼を持ち上げる。優しい声音が、もう少し甘い世界に浸っていたかった千秋の胸に冷たく響いた。終わりを告げる言葉をつむいだ昭の唇は、やわらかな笑みを浮かべている。もっと抱き合っていたいと言い出せなくて、千秋は諦めるために唇を軽く引き結んで体を起こした。

「ん……いい、自分で……っ」

　起き上がろうとしたら、ツンッと頬をつつかれた。

「俺が、したいんだ」

　ベッドから降りてタオルを取りに行く彼を見送り、わずかに浮かせた背中をシーツに横たえてため息を吐く。

　今日は、これで終わり。

　タオルを取りに行くということは、そういうことだ。

　性欲が極めて強いわけではないけれど、なんだか物足りない。事後の戯れの時間がなかったせいだろうか。

　忙しくなる前は、ゆるゆると余韻を味わいながらキスを繰り返したり、淡い愛撫をしあったりして、盛り上がったら二度目に突入。ゆるやかなじゃれあいのまま眠りに落ちることもあった。

　そんな時間を持たないことが、近頃は増えている。

（きっと、仕事で疲れているから）

　早く寝たいのだろうと考えるも、薄靄に似た不安が胸裏に立ち込める。倦怠期、という単語がチカチカと意識の中で点滅している。

（大丈夫、大丈夫）

　いっぱいキスをしてくれたし、丁寧に愛してくれたんだから、大丈夫。

　扉が開き、濡れタオルを手にした昭が戻ってきた。彼に体を拭われて、寝間着を着せられる。

（こんなに甘やかされているんだから、心配なんてしなくていいよね）

　タオルをベッドのヘッドボートに置いた昭が、身をかがめる。

「おやすみ」

「うん、おやすみなさい」

　キスをして、横になった昭にぴったりと寄り添って目を閉じる。背中に腕を回されて、抱き寄せられた千秋は彼の体温を全身で感じていながら、胸の奥にある不安の種を捨てられなかった。

　

　不安を抱えていても、彼のぬくもりと事後の気だるさのおかげで眠りにつけた。

（私って、のんきなのかなぁ）

　ぐっすりと眠った千秋は、自分の隣の空間に手を伸ばしてシーツを撫でた。そこにはもう彼の姿はなく、先に起きてしまった昭の眠っていた場所に額を押しつけて嘆息する。

（私が起きるまで、待っててくれなかったんだ）

　目覚めのキスをしたかったのにと、心の中でつぶやいた。

　ほんのりと寂しさを感じつつ起き上がり、顔を洗おうと部屋を出たら、ベーコンの焼けるいい匂いがした。彼が先に起きた理由を知って、寂しさが消えていく。

　調理の音に引き寄せられてキッチンを覗くと、フライ返しを持っている昭と目が合った。

「おはよう」

　声をかけると、バツが悪そうな顔をされた。

「千秋、おはよう」

　どうしてそんな顔をしたのか不思議に思いつつ近づくと、調理台の上にサラダの準備がしてあった。

「できてから起こしに行こうと思っていたんだけどな」

「朝ごはん、作ってくれてたんだ」

「夜は、千秋が作ってくれただろう？　だから、朝くらいはと思って。まあ、俺ができるのは、野菜を切ることと、卵とベーコンを焼くことくらいだけどな」

　照れくさそうに頬を掻いた昭のしぐさに愛おしさが湧いて、目じりが下がった。

「充分だよ。それに、昨日は私の晩ごはん食べてないでしょ？」

「毎週、作ってくれてるし。昨日の分は、ちゃんと冷蔵庫にあるのを見たぞ」

「じゃあ、そっちは私が準備して、お互いの手料理を食べっこしよっか」

　チュッと軽く唇を触れ合わせて、千秋は洗面台に向かった。顔を洗って髪を整え、寝間着の上にダイニングチェアにかけておいたエプロンを着けてキッチンに戻る。

「じゃ、昭の分を作るね」

　冷蔵庫から下ごしらえをしておいたアスパラの肉巻きを取り出す千秋の横で、昭はコーヒーの準備をした。千秋が調理をしている間に、昭がサラダとトースト、コーヒー、ベーコンエッグをテーブルに運ぶ。

「おまたせ」

　調理を終えた千秋は昭の前にアスパラ肉巻きの皿と御飯、温め直した味噌汁を置いて、席に着いた。

「いただきます」

「いただきます」

　同時に手を合わせて、フォークを手にした。

「うん、おいしい。ソースがなくても、しっかり味がついてる」

　褒めてくれた昭を褒め返す。

「ベーコンエッグも、おいしいよ」

「そりゃあ、ベーコンはすでに塩味がついてるからなぁ。焼くだけで、味付けはなんにもいらない」

「ふふっ」

　たわいない会話をしながらの食事がうれしくて、千秋はニコニコしながら彼が用意してくれた朝食を食べ進めた。

「今日は、どうしよっか」

「うん。千秋の行きたいところがあれば……と、思ったんだけど。月曜からの出張の準備をしたいんだ」

　いいかな、と視線で問われて、首を縦に動かす。

「ちゃんと、忘れ物がないようにしないとね」

「大体の準備はできているんだけどさ。買い足しておきたいものもあるし」

「向こうの人への、お土産とかもいる？」

「ああ。土産も買う予定でいるけど、どんなものがいいのか思いつかなくて、まだ買っていないんだ。あと、十日って意外と長く感じるからフリーズドライの味噌汁とか、あったほうがいいってアドバイスを受けたから、用意しておきたい。土産にもなるだろうし」

「そっか。じゃあ、足りないものを買って……お土産はどんなものがいいか、ネットで検索してみよっか」

　明るくやり取りしているが、十日も彼と会えないのだと考えると気持ちが沈んでいく。泊りデートは週末と土日だけで、平日にデートをすることはないが、会社で毎日顔を合わせている。彼の顔を見ない日は、年に数回しかない。それが十日も連続で会えなくなるのだと思うと、寂しさがこみあげてくる。仕事だからしかたがないとわかってはいるが、頭で理解をするのと心で納得をするのは別だった。

（でも、そんなことを言ったら困らせるだけだし）

　出張を中止にするなんて、できやしない。そんなワガママを言うような子どもっぽい女だと思われるのもイヤだ。

（もっと、余裕を持って送り出せるようになりたいなぁ）

　安心して彼を送り出せる素地が欲しいと望んでしまうのは、彼を信じ切れていない証拠だろうか。

（こんなふうに、朝ごはんを作ってくれたりしているのに）

　昨夜、きちんと愛し合ったのに。

（ヤだなぁ、私）

　勝手に結婚を意識して、不安になっている。今まで気にしていなかったのに、友人間でチラホラと話題が出たせいで考えてしまう。

　このまま昭と結婚ができるのだろうかと。

（結婚していたら、出張に行くって言われても気にせずにいられるのかなぁ）

「千秋？」

「えっ」

「どうした。ぼーっとして」

　心配そうな昭の視線に、千秋は慌てて首を振った。

「海外出張って、どんなものがいるのかなぁって考えてただけ」

「そっか……なんか、ごめんな。せっかくの休日なのに、仕事のこと考えさせて」

　申し訳なさそうに、昭の眉が下がる。

「ううん、いいの。食べたら、買い物に行こうね」

　昭の気遣いの言葉の先に、千秋には関係のないことなのにと続く気がして、ひとりで勝手にひっそりと笑顔の裏で落ち込んでしまった。






第二章　新鮮に挑戦！　気に入ってくれるかな。








　月曜日に、昭を含む海外出張組を送り出してから、千秋はオフィスが急に色あせたように感じていた。彼の笑顔がないと、こんなにも物足りないのかとつかの間の喪失感が永遠のように感じられて、肌寒さを感じてしまう。

（こんなことで、週末は大丈夫かなぁ）

　職場に彼がいないだけで、これだけ気分が落ち込むのだから、毎週の逢瀬の時間はそうとう気分が沈んでしまうのではと、千秋は不安になっていた。

　そしてとうとう訪れた、昭のいない週末。

　ひとりで過ごしているとモヤモヤが募りそうだったので、千秋は別部署に勤務している友人の美み也や子こをランチに誘った。昭について聞いて欲しいことがあるのだが、相談があると前置きをすると心配をかけてしまいそうな気がしたので、前から気になっていたお店に行ってみたいとメッセージを送った。美也子も気になっていたお店だったようで、すぐにＯＫという返事が届いた。

　ランチメニューは十一時半からと書いてあったので、十一時にお店の最寄り駅で待ち合わせをすることに決めた。

　部屋着から細身のパンツとドルマンのカットソーに着替え、軽く髪を整えてお気に入りのトートバッグに財布やスマートフォンなどを入れて準備する。

　ヒールが低めのカジュアルなパンプスに足を入れ、ちょっと早めに家を出る。予定より十五分ほど早く着いた千秋が乗った電車の、次の便で美也子は到着した。ゆったりとしたストライプのシャツを着て、すらりと長い脚をラインのきれいなデニムパンツで包み、スニーカーを履いている。女性にしては高身長で細身の彼女がさっそうと歩く姿は、モデルのようだった。ショートカットの美也子はニカッと歯を見せて笑いながら、手を振った。

「お待たせ」

「おはよ」

　ふたりのやりとりを、通りすがりの人が横目で見ながらすれちがっていく。いかにも勝気という雰囲気の美也子と、垂れ気味の目のせいか気弱そうに見られる千秋は対照的で、意外な組み合わせに思えるのかもしれない。違っているからこそ、互いに気の置けない間柄になれているのだと千秋は考えている。

「もう、聞いてぇ。昨日の課長、ほんっとヤバかったの」

　笑いながら昨日の会社での出来事を話す美也子に、相槌を打ちながら店を目指す。カラッとした物言いの美也子が言うと、グチも親しみを込めたものに聞こえて楽しくなるから不思議だった。さっぱりとした雰囲気の彼女といると、ほんのりと曇り模様だった気持ちが晴れ模様に変わっていく。

　駅前の商店街を少し進み、中ほどにある大きな交差点を左に曲がる。そこから少し歩いたところに、目当ての店はあった。白い壁に、大きな窓。木枠の木目をわざと見せるデザインの店の中は、若い女性客でにぎわっていた。

　ふたりは店奥のテーブルに通されて、ランチセットのメニューからそれぞれ好みのパスタを選び、たわいない会話を続けた。

　注文したパスタが届き、食べ進めながら昭について話す頃合いを見計らっていた千秋に、美也子が質問する。

「彼氏から連絡は着てるの？」

「えっ」

「え、じゃないでしょ。稲生さんが出張に行っていてヒマだから、私を誘ったんでしょ」

「いや、それは」

「ないとは言わせないからね！」

「う……まあ、ちょっとは」

「ちょっとだけ？　ま、いいけど。で……海外出張だから、やっぱ、あんまり連絡取れてない感じ？」

「おはようと、おやすみのメッセージは来るけど、仕事で行っているから」

　ごにょごにょと言い訳めいた口調で答えると、美也子の目がスッと細くなった。前にのめった美也子が声を落とす。

「先週は、出張前だったでしょ。しばらく会えないってことで、何かこう……いつもと違った感じになったりした？」

「ううん……違うと言えば、違うかなぁ。出張の準備っていうか、お土産をどうしようか決めてなくて、買ってないって言われたし。あと、アドバイスで持って行った方がいいって言われたものも買っておきたいってことになって、ふたりで調べたり相談したりしながらお店を巡って過ごしたよ」

「土日とも？」

「うん。ピンとくるお土産が見つからなくって、あちこち行ってみたの」

「出張の準備をするための買い物だけで。終わっちゃったってこと？」

「だけって……いつも通り、一緒にご飯を作ったりして過ごしたよ」

「十日も離れるのに、名残惜しんで離れている間のぶんのキスとかアレとかしておこう、みたいにはならなかったのかって言ってんの」

　フンッと鼻を鳴らした美也子は、呆れた風を装いながらも口元はニヤニヤしていた。彼とのことを聞いてほしくて呼び出したんでしょうと、彼女は態度で言っている。あけすけな物言いは、千秋が言いやすいようにという配慮からだろう。突っ込んだ質問と見透かされていた照れくささに、千秋の頬はほんのりと赤く染まった。

「それは……そんなの、ならないでしょ」

「なんで、ならないって断言できるのよ。ラブラブだったら、そういうことになってもおかしくないじゃない」

　フォークをゆらゆらさせながら、美也子は口を尖らせた。

「ドラマの観すぎだって。付き合いたてだったら、なるかもしれないけど。私たち、もうすぐ付き合って三年になるんだし」

　美佐子からパスタに視線を落として、何でもない風をよそおいながら答える千秋は、ほんのちょっぴり彼女の言うようなことになっていたらと想像して、恥ずかしくなった。

　パスタをフォークに巻きつける千秋に意味深な笑みを浮かべた美也子が、半目でニヤニヤしながらすくい上げるように見てくる。

「結婚しても、そういう感じの人はリアルにいるじゃん」

「それは……でも、珍しいタイプってことで、実際はそうじゃないことが多いじゃない」

　ムッとすると、美也子は得意そうな顔になった。

「ムキになっちゃって。本当は気にしてる証拠でしょ」

　グッと言葉に詰まった千秋に、ほらねと美也子が肩をすくめる。

「別にさぁ、いじわるしたくて言ってるわけじゃないのよ。言い方悪いってのは、わかってるけどね。問題から目をそらさないでほしいわけ」

「問題って、別に不仲なわけじゃないし」

「そこよ」

　フォークの先を向けられて、千秋は眉間にシワを寄せた。

「いい？　千秋。表面的に穏やかなのが、いっちばん怖いの。静かに気持ちがフェードアウトしていっちゃったら、なんだかよくわからないままに終わって、むなしくなっちゃうんだから」

「経験したみたいな言い方ね」

「みたい、じゃなくて、経験してんのよ」

　深いため息とともに、美也子は過去の恋愛体験を披露する。

「ちょうど、千秋と同じ三年目になろうかって感じでね。まあ、関係も落ち着いてきて、しっくりなじんできたんだろうなぁ……なんて、のんきにかまえていたわけよ。ケンカをしたわけでもなく、変わらず仲は良かったし。で、も！」

　語気を強めて、美也子は眉をキリリと引き締めた。

「知らないうちに、気持ちが冷めていってたわけ。情熱が過ぎた後の倦怠期？　日常になったって感じていたのは私だけで、相手は新しい刺激を見つけて、そっち行っちゃった」

　パスタを食べ終え、投げやりな気持ちを表現するかのように、フォークをポイッと皿の上に置いた美也子の話に呆然とする。

（まさか、そんな）

　自分もそんな時期にあるのだろうかと、不安がむくむくと膨れ上がった。食欲が急速に失せて、フォークを置いてうつむく。

「やだ。泣かないでよ」

　慌てる美也子にうなずいて、グラスを掴んで水を一気に飲み干した。

「大丈夫。怖くなっただけ」

　ぎこちない笑みを浮かべた千秋に、美也子は「だからね」とため息のように言った。

「おんなじことになってほしくないわけよ。うまくいってほしいわけ。もしもダメなら、早く次を見つけなくっちゃでしょ。年齢的にさぁ」

　しみじみとした物言いが、胸のあたりにズシリとこたえる。なんと答えていいかわからず黙っていると、美也子が続けた。

「千秋は、どうしたいわけ？」

「どうって……？」

「前に、結婚するのかなぁって不安そうにこぼしていたでしょ。その様子だと、彼と結婚について話していないんじゃない？」

「だって、きっかけがないし……どうしていいかわかんないんだもん」

　呆れたように、美也子が鼻から息を漏らした。

「このまま現状維持で、相手の出方を見ていくのか、週末妻みたいな感じに安定した気になっていないで、刺激というか、相手にもう一回惚れ直してもらうっていうか……何か行動を起こしてみたら？」

　ううんと千秋は眉間にシワを寄せて、唇を尖らせた。

「惚れ直してもらったら、進展するかなぁ」

「それは、やってみないとわかんないけど。なんにもやらないよりは、気持ちが前向きになるんじゃない？」

　そっかぁとつぶやいて、千秋は水を飲んだ。このままモヤモヤし続けるより、なにか行動をしてみた方がいい気がしてくる。

「でも、どうやったらいいのかな」

「うーん……普段と違う自分を見せる、とか」

「違う自分って」

　すっかり昭になじんでしまっているのに、違う自分など見せられない。今から何か新しいことに挑戦をしたほうがいいのだろうか。でも、いったい何に？

　悩む千秋の眉間が険しくなった。それをほぐすためか、腕を伸ばした美也子に人差し指で額をつつかれた。

「ちょっとしたことでいいんだって。シチュエーションを変えるとか」

「どうやって？」

「マンネリ化を防止しているカップルたちによれば」

　スマートフォンを手に取って、すばやく操作をした美也子が、ほらっと画面を見せてくる。

　サイトの名前は『Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉ』。結婚情報や、結婚に至るまでの相談やアドバイスなどを掲載しているサイトらしい。見せられた記事のタイトルは『倦怠期を乗り越えるための方法』。

「それを参考にしてみたら？」

「ん……うん」

　スマートフォンを受け取って、画面をスクロールして記事を読んでいく。

　記事の目次は、倦怠期が訪れる時期と、その時期による傾向の違いがまとめられており、対処法もざっくりと記載してあった。倦怠期になると会話やスキンシップが減ってしまい、寂しさを募らせたり気持ちが冷めてしまったりすることが多いので、時期と傾向によるおすすめの会話や行動、スキンシップを試してみようというものだった。記事の最後には読者コメントがついている。

　〝新鮮な気持ちを思い出すために、付き合い始めの頃の話をしています。手を繋ぐだけでドキドキしていた頃みたいに、幸せいっぱいの気持ちになれます。〟

　〝お互いのことを意識して褒めたり些細なことへの感謝をきちんと口にしたりして、当たり前になりそうなことを当たり前じゃないって確認しています。〟

　〝相手がいない時間を過ごして、やっぱり一緒に居たいって気持ちを高めています。〟

　ざっとコメントに目を通す中で、一番多い意見がセックスに関することだった。

　〝違うシチュで気分を変えるために、変わった部屋のあるラブホで楽しんでいます。〟

　〝定期的に旅行に行って、違う場所でのセックスで新鮮な気分になってます。〟

　〝ごっこ遊びセックスで、気分を盛り上げています。こんなの、彼としかできない！〟

　〝コスプレセックスはいいですよ。通販で気軽に買えるし、オススメです！〟

　〝マンネリ打破セックスが、長持ちの秘訣です。〟

　ある程度コメントを読み終えて、重い息を吐きながらスマートフォンを美也子に返した。

「試してみる価値、あると思うけど」

　手元に戻ったスマートフォンを見ながら、美也子が言う。

「うん……でも」

　新鮮な気持ちを思い出すとういうものも、感謝を口にするというのも、日常的にやっている。一緒に居たい気持ちを高めるというものだって、日々そう感じている千秋にとって、参考になる対処法とは思えない。かといって、ラブホに行こうとか違ったセックスをしたいとか、自分から言うのは気が引ける。暗い顔のままの千秋は、冷めて固まりはじめたパスタを見つめた。

　こんなふうに、私たちの関係も硬く冷えてしまうのかと不安が募る。

（そんなこと、ないよね）

　自分を励ますために、パスタを口に運んだ。冷めかけていても、パスタはおいしかった。熱々をハフハフしながら食べるのもおいしいけれど、ゆっくりと味わえる温度もいい。昭と自分は、そういう温度になっているのだと思いたかった。

「すみませぇん！」

　いきなり美也子が店員を呼んだので、千秋はびっくりして顔を上げた。やってきた店員に、美也子がてきぱきと注文する。

「デザート、追加でお願いします。ほら、千秋はどのケーキがいい？」

「えっ」

「ケーキ、おごってあげる。暗い顔しないで、コメントの中のどれ試そうか相談しよ！」

「美也子……うん、ありがと」

　彼女の応援に背中を押されて、千秋は笑みを浮かべた。

（グズグズ考えても、しかたがないよね）

「私、やってみる」

「そうこなくっちゃ」

　ニッと笑った美也子はレアチーズケーキ、千秋はミルクレープを頼んで、周囲の客に聞こえないよう声を潜めて、相談をはじめた。

　

　翌週の水曜日の早朝に帰国した昭は、当日と翌日は休みを取って金曜日に出社した。久しぶりに見る昭の笑顔がまぶしくて、なんだか照れくさくて傍に寄れない。もっとも、社内では仕事以外のことで彼に話しかけたりはしないので、他の社員たちに囲まれている彼をながめるだけになるのだが。

（よかった。元気そう）

　メールのやりとりはしていたので、元気なことは知っていたが、目で見るのと文面で汁のとは安堵感に大きな差がある。ニコニコしながら、笑顔で出張時の話を同僚にしている彼を見つめていたら、ふいに目が合った。

「っ！」

　ほんの一瞬、視線が絡まって心臓が大きく跳ねる。彼の笑みが深くなったのは、見間違いだろうか。

（アイコンタクトしてくれた……よね？）

　キュウンと胸が甘酸っぱくなって、にやつく頬を抑えきれない。

「あ、そうだ。お土産にお菓子を買ってきたんです」

　昭が紙袋を持ち上げると、わあっと歓声が上がった。

　どうしてニヤニヤしているんだと問われる前に、この場を離れるいいタイミングだと察した千秋は「お茶、淹れてきますね」と告げて、給湯室へ小走りに向かった。

　給湯室に入り、胸の上に手を置いて深呼吸する。

（はぁ……まだ、ドキドキしてる）

　十日の出張が、何年振りかの再会に思えてしまうくらいに、昭が恋しくて見つめるのが照れくさい。なのに瞳が自然と彼を追ってしまう。

「ニヤけてたの……変に思われてないよね」

　気持ちを落ち着かせるために、ぼそりとつぶやく。みんな昭に目を向けていて、自分のことなど誰も気にしていなかったはずだ。

（大丈夫、大丈夫）

　繰り返しながら茶筒を手にすると、さりげない様子で昭が現れた。驚きつつ、自分を追いかけてきてくれたのではと期待を浮かべる。触れられる距離に立たれて、うれしくてクラクラした。

「ただいま」

「おかえり」

　メッセージアプリでやりとりをしていたし、電話で帰国の挨拶も受けていたが、顔を合わせるのは十一日ぶりだ。はにかむ千秋を入り口から隠すように立った昭が、さっと身をかがめる。額にキスをされて、千秋は目を丸くした。

　いたずらっぽくウインクをした昭に、クスッと笑う。胸の奥がポカポカして、幸せな気持ちになった。

「会いたかった」

　ひそめた声に、ちいさな声で「私も」と答える。キスを返したいけれど、ここは職場だ。ふたりの関係は秘密にしたいと、付き合い始めのころに千秋が望み、昭はその通りに気振りも見せず他の事務員と同様の態度をしてくれていた。おかげで昭はいまだにフリーだと思われている。それなのに、こんなところを誰かにうっかり見られでもしたら大騒ぎになる。

「今日は、どこか食事でも行く？」

　ううんと千秋は首を振った。

「ふたりきりで、ゆっくりしたい」

　ふっと昭の目じりがゆるんだ。優しい笑みに心を弾ませた千秋は、腰を引き寄せられて彼に身を添わせた。唇がふんわりと押しつぶされて、目を閉じる。

「なるべく早く帰れるように、がんばるよ」

「うん。でも、無理しないで」

　うなずいた昭が離れる。事務室に戻る彼の背中を見送って甘い余韻に浸りつつ、お茶の用意をして戻った千秋は、女性社員に囲まれている昭を見た。

　——稲生さんを狙ってる女子、多いんだから。しっかりね！

　別部署でも昭の人気は高いのだと、ランチの時に言われた千秋は今夜の作戦を思い浮かべて緊張した。

（うまくいく……と、いいなぁ）

　はたして彼が気に入ってくれるかどうか。幻滅されたらどうしようと迷いが生まれる。

　——刺激というか、相手にもう一回惚れ直してもらうっていうか……何か行動を起こしてみるかってことよ。

　おじけづく心に、美也子の声が発破をかけてくる。

　——ちょっとしたことでいいんだって。シチュエーションを変えるとか。

　昔から定番のように聞いた事のあるものから試してみることにしようと、美也子との相談で決まった。それなら準備も必要ないし、いいんじゃないかとなったのだ。

　——よく聞くってことは王道ってことで、人気があるってことだから！

　グッと握りこぶしを作って力説した美也子の目力に圧されて、わかったとうなずいた千秋だが、直前になって気持ちが後ろ向きになってしまった。

（私、ちゃんとできるかな）

　横目で昭の様子を見ながら、お茶を配り終えて席に着いた千秋は、迷い交じりの息をこぼして土産の焼き菓子を手にした。パンダ型のクッキーをながめていると、スマートフォンが震えた。画面に美也子の名前とメッセージの一部が表示される。

『しっかりね！　開き直って、やっちゃえば大丈夫だから。』

　まるで千秋の不安を察知したようなタイミングの良さに、クスッと笑って心の中でつぶやいた。

（うん。とりあえず、やってみるね）

　

　ドキドキしながら勤務を終えた千秋は、今日の夕食は和食にしようと決めて昭のマンションに向かった。

（日本食、久しぶりだろうし）

　翌日も彼と室内で過ごせるように、肉じゃがを多めに作る。味噌汁の準備も終えた千秋は、シャワーを浴びて体を念入りに洗った。

（大丈夫、大丈夫）

　きっとうまくいくと祈りながら髪を乾かし、ショーツだけを履いて素肌にいつものエプロンを身に着ける。本当はショーツも脱いでいた方がいいのだろうが、そこまでの勇気は出なかった。

「恥ずかしい」

　ぼそりとつぶやき、鏡を確認する。あれこれ美也子と相談した結果、まずは裸エプロン姿で出迎えてみるという案で落ち着いた。こんな姿で出迎えたら、昭はどんな顔をするだろう。

　心臓がバクバクと激しく脈打つ。まだ彼からは帰宅の連絡は着ていない。スマートフォンを手に取って、美也子にメッセージを打とうとして思いとどまる。

「しっかりしなくちゃ」

　不安になったと泣き言を伝え、やっぱりやめると逃げ出しそうな自分を叱咤する。親身になってアドバイスをしてくれた美也子の提案を受け入れて、自分でやると決めたのだから、この期に及んで助けを求めるなんて情けない。

　ソワソワしていると、昭から帰宅のメッセージが届いた。いつもなら料理を温め直すのだが、期待をしている状態——誘惑された昭と艶めいた行為に及ぶ——になると、すぐには食べないことになる。

（私、いやらしいかな）

　淫らだと嫌悪されたらどうしよう。だけど給湯室でキスをくれた。彼も触れ合いたいと思ってくれているはず。だったら、受け入れてくれるだろう。

（大丈夫、大丈夫）

　呪文のように繰り返していると、鍵を開ける音がした。口から飛び出してしまいそうなほど、心臓が大きく跳ねる。玄関の扉が閉まる音を聞いてから、彼を出迎えに行った。

「お、おかえりなさい」

　おずおずと言った千秋を見て、昭の動きが止まった。大きく目を見開いて、口をポカンと開けている。彼の様子にみるみる羞恥が湧きあがって、千秋は顔を真っ赤にした。ギュッとエプロンの端を握る。

「っ、その……びっくりしたよね？　ごめんね、変な格好で出迎えて。なんていうか、えぇと……は、恥ずかしいんだけど、ちょっといつもと違った感じで出迎えたらって思ったっていうか」

　視線をうろうろさまよわせて、うつむいた千秋の体が昭の腕に包まれる。

「びっくりした」

　耳に息を注がれて、ゾクゾクと背骨が震えた。蜜のようにとろりとした声で、ささやかれる。

「俺が欲しがっているって、通じてた？」

　素肌の背中を意味深な指先で撫でられて、喉の奥から艶やかな息がこぼれた。

「は……ぁ」

「千秋」

　耳朶を甘く噛まれて、鼻にかかった声を上げる。

「ぁ、昭ぁ……っ、ご飯は？」

　予想以上の反応にうれしくなりつつも、恥じらいがためらいを呼んで空腹の心配を口にした。

「目の前にごちそうを用意しておいて、おあずけさせる気か？　いじわるだなぁ、千秋は」

「ふぁ、違……っ、お腹、すいていないかなって」

　耳裏を舐められて顎の付け根を吸われただけで、足の間がキュンと締まった。肌が粟立ち、骨の奥からふつふつと熱が生まれる。予想以上の反応がうれしくて、羞恥がどこかへ吹き飛んだ。そうなると、会えなかった時間分の昭がほしくてたまらなくなった。

　十日も離れていた寂しさが、情欲へと変化する。

「空腹よりも、千秋に飢えてる」

「あ、ん」

　ショーツの中に手を入れられて、尻の谷を撫で上げられた。官能の電流が駆け上がり、乳首がツンッと尖ってエプロンを持ち上げる。

「すごく、色っぽい」

　吐息交じりの昭の声は劣情を帯びていた。軽く首筋に歯を立てられると、くらくらと心地いいめまいに襲われた。

「ふ、ぁ……んっ、昭」

　壁に押しつけられて、唇を奪われる。舌で口をなぞられて、薄く開くと口腔をまさぐられた。深いキスを受けながら、昭がジャケットを脱ぐ音を聞く。キスをしたままネクタイを外した彼の首に腕を回し、もっと深いキスが欲しいとねだる。

「んっ、ふ……ふ……ぅ、うんっ、ふ」

　チュクチュクと妖艶な水音を立てて、互いの舌を絡めあう。昭はシャツのボタンも外して、上半身裸になった。頭の芯がぼうっとなるほど口腔を愛撫され、千秋のショーツはわずかに湿った。ぷっくりと実った胸の先に昭の指がかかる。

「あっ、あ」

　エプロンの上から乳首の周囲を指の腹でなぞられて、千秋は小さく震えた。淡い刺激がもどかしいのに気持ちいい。エプロンの上からでも、はっきりとわかるほど実った乳嘴の先が布でこすれて甘い痺れが乳房に広がる。

「は、ぁ……昭ぁ」

「いやらしい声、かわいいよ。もっと聞かせて？」

　彼の唇が滑るように顎と首を経由して、鎖骨に触れる。エプロンを握られて、胸の谷間で布がよじれた。あらわになった胸の先に、昭の舌が絡みつく。

「は、ぁあん」

　弾くように舐られた個所に意識を奪われ、千秋は昭にしがみついた。ちょっとした舌撫が体の奥に響くのは、ひさしぶりに触れ合ったからなのか。それともちょっとしたシチュエーションの違いが理由だろうか。

　胸先を味わわれながら、太腿を撫で上げられて女の園がざわめいた。彼の舌に絡めとられる乳首が、もっとたわむれてほしいとツンと尖って硬くなる。

「ぁ、はぁ……っ、ん、ぅ」

　刺激のないほうの胸先が細かく震えて愛撫を求める。気づいた昭の指が触れて、千秋は安堵に似た息をこぼした。

「あ、ふ……っ、ぅん」

　身をよじると、グッと強く壁に押しつけられた。指の腹で乳首をつままれ、からかうように転がされて、甘痒さに肌がとろける。腹の奥がじんわりと温かくなって、とろりとした湯が湧き出るように、優しい蜜が生まれて流れた。

「はぁ……っ、う……あ、ぁあ」

　ざわめく肉花が蜜を含んで、しっとりとほとびていく。キュッと尻に力を入れて、くずおれそうな膝を支える千秋の陰核が脈打った。

「千秋……いつもより、感じてる？」

　ささやきに濡れた乳首が刺激され、淡い恍惚に鼻の奥がヒクヒクした。

「んぁ、あ……だって、昭……いつもと、違う」

　すすり泣くような声が出た。脚の間の疼きをどうにかしたくて、内腿をモジモジさせているとニヤリとされた。

「早く、触れてほしい？」

　どこを、と言われなくてもわかってしまう。恥ずかしくて、千秋は下唇を噛んだ。

「かわいい」

「んあっ」

　ぱくっと乳首に吸いつかれ、色づきの周囲をなぞられて乱暴なほどに舌で先端を転がされると、腹の奥の蜜量が増えて陰唇が潤っていく。ショーツが湿り、肌に張りついてもどかしさが募った。

「ぁ……昭ぁ」

　ねだる声で名を呼ぶと、胸に唇を当てたままの昭に艶めいた視線で見上げられた。心臓が恋しさに絞られて、したたる想いが蜜となって隘路を潤す。

「そんな声で呼ばれたら、期待に応えないとな」

　エプロンの裾をまくった昭の指が、ショーツに触れる。布越しに秘裂の先端を擦られて、じれったい快感に腰が揺れた。

「ふぁ、あ……んっ」

「もう、こんなに濡らして」

「やんっ」

　ショーツの脇から入り込んだ指に、濡れた肉花を擦られる。高い悲鳴を上げると、意地の悪い顔をした昭が首を傾げた。

「いや？」

　ほんのりとした笑みを浮かべる昭に、心のじゃれあいを感じて肌がより一層熱を上げた。ふるふると首を左右に動かして、すねたような口調でねだる。

「もっと……して」

　期待と興奮いっぱいの瞳に昭を映して腕を伸ばす。ふわりと昭の目が三日月形になった。穏やかなまなざしの通りに指が動いて、震える肉花をなぐさめるみたいに上下に動く。切なくなるほどやわらかな刺激に、千秋は顎を反らして天を仰いだ。

「ああ……はぁ、あ……ぁん」

　うっとりとした息がこぼれる。肉花の内側に沈んだ指に、ぬれそぼって膨らんだ花弁をまさぐられる。ぬるま湯に浸ってゆらゆらと揺れているような、春の日だまりの中でうつらうつらとしているような、なんとも言えないふんわりとした官能に包まれた。

「ふ、はぁ……あっ、あ……あぁ、昭ぁ」

　クチュ、プチャ、と蜜と空気の混ざる音がして、鼓膜が淫靡に乱される。頭の芯に響く水音に意識が溶かされて、愛おしくも淫らな本能に支配されていく。

「んぁ、あっ、ああ」

　まさぐる指を増やされて、潤びた肉花を開かれる。左右の花弁に別々な刺激を与えられ、千秋は昭の肩に手を置いて背にあたる壁に体重を預けた。そうしていないと膝から崩れて、床に座り込んでしまいそうだ。

「あっ、ぁん、昭ぁ、あっ、あ……っ、ダメ……ねぇ、立ったままは……っ」

「どうして？」

「んんっ、足に……力が……っ、はいらな……あっ、あぁ」

　ガクガクと膝が笑って、壁で背中を支えていなければ立っていられない。なんとか体を支えようとしているが、このまま愛撫を続けられたら、完全に力が抜けてしまう。

「そんなに、感じているんだな」

　クスリと笑いを含んだ声に湧いた羞恥が快感と混ざり合い、淫らな震えが大きくなった。

「昭ぁ」

　もう無理だと思ったと同時に、腰を抱かれて持ち上げられた。

「きゃっ」

「もっと千秋が愛撫に集中できるように、移動しよう」

　軽々と運ばれて、千秋はダイニングテーブルにあおむけに寝かされた。ショーツを引き下ろされ、グイッと脚を持ち上げられる。

「あっ、ヤダ！」

　脚を大きく開かれて、大事なところが昭の視線にさらされる。

「蜜がたっぷりで、おいしそうだ」

　からかう口調の昭の顔が下肢に近づき、濡れた花弁に舌が這う。

「ひぁうっ、あ……あんっ」

　わざと音を立てて味わわれ、千秋はエプロンの裾を両手で握りしめた。恥ずかしくて気持ちが良くて、どうしていいのかわからない。

「ぁうぅ、は、ぁふぅ……っ、う、うぅんっ」

　鼻にかかった声がこぼれて、彼にいじられ育った乳首が刺激を求めてジィンと痺れる。腕を縮めて乳房をはさみ、なんとかなだめてみようとしても効果はなかった。逆に意識をしてしまい、体中が愛撫を求めてざわめく結果になってしまった。

「んぅう……昭ぁ、あっ、あ……っ」

　舌が深く差し込まれ、円を描くように乱されると背骨に甘美な電流が走った。のけぞった千秋の足は大きく開き、さらに昭の顔が強く押し当てられる。

「ひぁあんっ、あぁあ……っ、あっ、そこぉ、あっ、ダメぇ」

　隘路の入り口をくすぐられ、身もだえる千秋の小ぶりな乳房がプリンのようにふるふる揺れる。腹筋がわなないて、さらに愛液をしたたらせた。

「あんっ、あ、ああぁあ」

　気持ちが良くて、どうにかなってしまいそうだ。

（どうして私、こんなに……いつもより感じちゃってるの？）

　久しぶりの丁寧で執拗な愛撫だからだろうか。普段よりもずっと過敏になっている自分にとまどう千秋の脳裏に、美也子の声が響いた。

　——ちょっとしたことでいいんだって。シチュエーションを変えるとか。

　かなり勇気は必要だったが、やったことは〝ちょっとしたこと〟でしかない。昔から言われているシチュエーションを試してみただけで、こんなにも違ってくるのか。

「は、ぁああんっ」

　彼の舌が陰核に触れ、目の奥がチカチカするほどの快感に襲われる。舌と上顎に挟まれて、扱かれる陰核から生まれた悦楽が全身に広がって蜜壺が淫猥な心地よさに満たされる。心なしか、昭の舌撫がいつもよりリズミカルな気がするのは、彼もこの状況を楽しんでくれているからだろうか。

「はふっ、はぁあっ……あぁ、あうぅんっ」

（き、気持ちいい）

　脳みそが溶けてなくなってしまいそうだ。濃艶な温泉に、肌がふやけてしまうほど浸かっているような錯覚に陥ってしまうほど、陰唇への深いキスが気持ち良すぎる。体の奥が膨らんで、昭が欲しいと叫んでいる。もっと深い場所に昭を与えてもらいたい。淫らなキスでは、物足りない。

「昭ぁ……っ、あ、ねぇ、昭ぁ」

　手を伸ばし、昭の髪をまさぐって訴える。

「ねぇ、昭……っ、昭ってばぁ……ひゃうっ！」

　ジュッと強く花芯を吸われて、テーブルの上で跳ねた千秋の上に、さっと昭が覆いかぶさる。

「ひとつになりたい」

　濡れた唇で熱っぽく求められ、千秋はコクンとうなずいた。

「私も」

　ほほ笑んだ昭が離れ、避妊具を取りに行く。残された千秋は目を閉じて、深呼吸を繰り返した。心も体も期待の熱で火照っている。充足を感じているのに、その先を求める自分と、望み通りに与えてくれる昭。さらなる満悦を味わうための短い空白が、とてつもなく愛おしい。

　足音が戻ってきて、千秋は目を開けた。

「お待たせ」

「うん」

　心音が興奮に高まっていく。

　互いの顔が引き寄せられて、唇が重なった。彼の唇をついばみながら、昭の肩に腕を絡める。情炎を含んだ息をこぼす昭がベルトを外し、猛りを取り出す音を聞きながら心音を昂らせた千秋は、滾る先端で秘裂をつつかれて息を呑んだ。

　求める場所に彼が埋まる。

　期待に、心臓がギュッと身構えた。

「千秋」

　甘く情熱的な囁きにクラリとして、淫靡に揺れた瞳に愛おしさの涙がにじむ。目じりにキスをされ、ふっと力を抜いた千秋の中心に昭の情熱が穿たれた。

「ぁ、はぁ……っ！　あ……あっ、あ」

　ズ、ズ……と、ゆっくりと千秋の体が開かれる。求めるものの質量に内側から支配される幸福を、ゆるやかな律動と共に味わった。

「あ、あ……あぁ、は、ぁ……っ、ふ……ぅ」

　膝が肩に当たるほど大きく折り曲げられて、千秋の下生えと昭の恥毛が重なった。根元までしっかりと陰唇で包んだ千秋は、目を閉じて幸福な圧迫を堪能する。

「あぁ……っ」

　体中が昭に埋め尽くされている気がして、喜びに満たされる。首筋を唇でくすぐられ、クスクス笑いながら昭の額にキスをした。

「こうして千秋とひとつになるのは、すごく久しぶりな気がするな」

　しみじみと、昭がこぼす。メールでも心の繋がりは感じられたけれど、こうして触れ合うと、より強く彼の存在を意識できる。表情を間近で見られて、互いの気持ちを認識できるのもうれしかった。

「私も」

　同じ調子で千秋が返すと、昭が眉根を寄せた。

「ごめん」

「どうしたの？」

　小首をかしげた千秋に、昭は力なくほほえんだ。

「ここのところ忙しさにかまけて、千秋をないがしろにしていたよな」

「そんなこと」

　ない、と言い切る前に、唇で言葉を遮られた。

「きちんと愛していたつもりだったけど、千秋に寂しい思いをさせていたんじゃないかって、ふと感じたんだ」

「昭……私、そんな」

　ゆっくりと首を振った昭の哀切を含んだ笑顔に、反論ができなくなる。口をつぐんだ千秋の額に、こつんと軽く昭が額を重ねる。

「俺が、そう感じたから……俺が少し、寂しいと思ってしまったから、千秋はもっとそうだったんじゃないかって考えたんだよ」

　彼の熱い呼気が唇に触れて、千秋は顎を持ち上げた。チュッと軽く彼の口に吸いついて、にっこりする。

「出張の間、寂しかった？」

「もちろん。その前から……仕事で忙しくなって、こうしてじっくり千秋と触れ合えなかった間も、本当は寂しかったんだって、今、気がついた」

「昭」

　愛おしさを込めて呼び、ほんのわずかに首をかしげる。深いキスを求める千秋のポーズに、昭は情熱的に応えた。

「んっ、ふ……ぅ……んんっ」

　唇を割って入った彼の舌が、ひとつの生き物のように千秋の口腔を蹂躙する。陶酔に似た痺れが口いっぱいに広がって、幸福なめまいが体を包む。

「んぅ……ふ、は、ぁ……昭」

　自らも舌を伸ばし、彼の舌に絡みつく。踊るように戯れる舌の激しい動きとは裏腹に、昭が小刻みに腰を揺らした。

「んんっ、ふ……ぅ、んんっ」

　ふさがれた唇から逃れられない嬌声が、鼻から漏れる。パチュパチュと水面を叩くような音がして、隘路だけでなく陰唇も彼の肌に擦られた。むず痒く甘美な震えに歓喜した肉花が、キュウッとすぼまり雄根を絞る。

「んっ」

　短く息を詰めた昭の瞳が、情欲に濡れている。ゾクッと心臓が淫らな興奮にわなないて、千秋は足で彼の腰を引き寄せた。

「ふ……ぁ、昭」

　小刻みな動きは浜辺の優しいさざ波のようで、ゆるゆるとした心地よさを与えてくれる。まどろみに似た快感にたゆたいながら、裏腹な舌撫に翻弄される千秋の肌は、桃色に染まっていた。

「んふ、ぅ……はぁんっ、あっ、昭」

　腰がねだるように揺れてしまうのを止められない。身をくねらせる千秋をあやしているような昭の腰遣いが、もどかしいけれどうれしかった。こんなふうに時間をかけて隘路をほぐされるのは、どのくらいぶりだろう。

　たっぷりと時間をかけて愛し合っている。出張の間、会えなかった期間の埋め合わせではなく、昭が忙しくなってからのふたりの時間を取り戻しているみたいだ。

「ああ、昭」

　恋しさが吐息となって、溢れ出た。

「うん、千秋」

　しっかりと想いを受け止めてくれた昭の声もまた、愛情に満ち溢れている。

「大好き」

「俺も、愛しているよ」

　グンッと内側の熱が大きく反って、千秋は「ひぅっ」と高い悲鳴を上げた。跳ねた体を力強い腕でしっかりと抱きとめられる。蜜路が欲熱にすがりつき、絞り上げられた昭が官能のうめきを上げた。眉根を寄せて唇をかむ彼の表情が色っぽくて、千秋はドキドキした。

　全身を彼に包まれて内側も昭でいっぱいになりながら、同時に彼を気持ちよくさせているのだと改めて実感する。

　もっともっと、彼に気持ちよくなってもらいたい。激しく求められたいという欲がむくむくと湧きあがった。

「あ、んっ、昭ぁ……あっ」

　極上の陶酔へ進み始めたはずなのに、昭が腰を引いたので内側を埋め尽くしていたものが抜けてしまった。

「え……っ、なんで？」

　不安に揺れる瞳で昭を見ると、照れくさそうな顔をしていた。

「勢いに任せて、うっかりするところだった」

「何が？」

「ベッドに行こう」

　うながされ、わけがわからないままに抱き上げられる。おとなしく彼にベッドまで運ばれた千秋は、ふわっとしたクッションの感触とさらりとしたシーツに支えられて気がついた。

（もしかして）

　移動した彼の意図を察した千秋の、予想どおりの言葉を向けられる。

「あのままだと、千秋の背中が痛いだろう？」

　気遣ってくれた心遣いと、いつも冷静な彼が我を忘れるほど欲しがってくれたことがうれしくて、千秋は彼の首にしっかりと腕を回して昭の頬にキスをした。

　ベッドに上がった昭の重さで、マットレスが沈んだ。覆いかぶさられ、はにかみながら腕を伸ばした千秋の腰に昭の手が伸びる。エプロンの紐をほどかれて脱がされ、一糸まとわぬ姿になった千秋は昭のシャツのボタンに指をかけた。ひとつひとつボタンを外すごとに淫靡な昂りが募っていく。

　すべてのボタンを外し終え、シャツを開いて昭の引き締まった素肌に指を滑らせた。袖から腕を抜いた昭の両手に、顔を包まれる。

「千秋」

　甘い呼び声に、唇を尖らせてキスをねだった。唇を幾度も重ねながら膝を曲げて、脚の間に彼の腰を迎え入れる。そそり立つものがふたたび肉の花弁に触れて、千秋は情欲をさらに高めた。

　ゆっくりと昭が千秋の内側に沈んでいく。

「は、ぁう……っ、ふ……昭ぁ」

「ん……千秋……っ、千秋」

　乱れた息で呼ばれるたびに、心が震えて蜜壺が喜びの蜜を湧きあがらせる。穿たれる肉欲に擦られた隘路が蠕動して、昭をさらに奥へと誘った。

「あぁ……は、んぁ、あっ、もっと、昭ぁ……昭でいっぱいにして」

「うん……俺も、千秋でいっぱいになるから……もっともっと、俺を感じて夢中になる千秋を見せて」

　グゥンと腰を大きくスイングした昭に、蜜筒をえぐられた千秋は高く細い悲鳴を上げてビクンと跳ねた。収縮した隘路が昭の形を意識に伝え、たくましい熱に目の奥がグルグルする。

「はふぅ……あっ、あぁん……っ、昭ぁ、あっ、あ……ひ、ぁうう……っ」

　体の内側からトロトロにとろけて、なくなってしまいそうな浮遊感。甘美な酔いに身を任せる千秋は、弧を描くような昭の腰遣いに翻弄されて、突かれるたびに濃艶な音色を奏でる楽器と化した。

「はんっ、は、ぁはぁううっ」

　千秋の声に誘われて、昭もリズムを上げる。ふたりはどんどん高みへと上っていき、千秋は喜びの蜜をとめどなく湧きあがらせた。

　艶めかしい水音と千秋の嬌声、昭の熱っぽく乱れた呼気がふたりの世界に満ちていく。互いのほかに何もかもを忘れて、ふたりしか到達できない先を目指した。

「んぁあっ、昭ぁ、あっ、ああ……もっ、ぁ……もぉ……っ、あ、ああ……くるっ、あ、あぁあ」

「ふっ、俺も……千秋……っ、く」

　鋭くうめいた昭の熱情がブルッと大きく震えて跳ねた。蜜壁の中で暴れた雄根の激しさに、千秋の脳裏で火花が散った。

「はっ、ぁはぁううう……っ！」

　鋭く高い悲鳴を上げた千秋は、腰をはね上げビクビクと痙攣し、多量の愛汁を吹き出した。繋がった部分の隙間から流れたものが肌に沿って垂れていくのを感じつつ、唇を柔和にゆがめる。法悦の笑みを自然と浮かべた千秋は、強い官能がゆっくりと全身に広がってなじみ、落ち着いていく過程を堪能した。

「は、ぁ……あ」

　胸を喘がせてシーツに沈んだ千秋は、体中をおおっている心地いい気だるさに意識をゆだねて目を閉じた。額にキスをされ、昭が抜ける。名残惜しむように揺れた肉花の奥は、彼の存在を残像のように残していた。

「眠い？」

　ささやかれ、緩慢に重たい瞼を持ち上げる。

「少し。でも、眠りたくない」

「どうして？」

「寝ちゃったら、もったいないから」

　この心地よさをまだ味わっていたい。温かな泥の中に埋まっているような、体の芯からポカポカする幸福の余韻を手放したくない。

「そっか」

　クスッと笑った昭に抱きしめられて、身を寄せる。自分よりも高い体温が、眠気を運んでくる。抗いきれなかった千秋は目を閉じて、至福の夢へと落ちていった。

　

　目を開けると、ぐっすりと眠っている昭の顔がそばにあった。驚いてまばたきをした千秋は、裸のままであることに気がついて、ぼんやりとした寝起きの意識で昨夜の記憶を手繰り寄せる。

　情熱的に見つめてくる昭の瞳や、甘く熱っぽい呼び声を思い出して、胸のあたりがくすぐったくなった。昭の寝顔を見るのは久しぶりで、愛おしくてたまらない。起こさないように軽く彼の額にキスをして、クスクス笑いながら肩をすくめて静かにベッドから降りた。

　事後そのまま眠ってしまったが、体に不快感はない。昭が体を拭ってくれたのだろう。自分もすぐに眠ってしまいたかっただろうに、優しいなぁとニヤニヤしながらシャワーを浴びてライトグリーンの部屋着を身に着ける。

　朝食を作ろうとキッチンに入り、水切棚に昭の食器があることに気がついた。

「晩御飯、食べてくれたんだ」

　作っておいたものをちゃんと食べてくれていたことがうれしくて、口元がほころんだ。

　浮かれた気分で冷蔵庫を開け、卵とハム、シュレッドチーズを取り出す。

　ジャガイモを細切りにして水でさらし、ハムも細切りにした。ジャガイモを炒めてフライパンの真ん中に寄せてから、シュレッドチーズを振りかけてふたを閉め、余熱で蒸し焼きにする。

　その間に玉ねぎを刻んでハムと煮て、コンソメスープの素を入れて弱火にする。溶いた卵を細く円を描くように回し入れ、火を止めて余熱で固まらせた。

　あとは買っておいたベーグルを温め、皿に盛る時にプチトマトとレタスを添えれば完成だ。

「よし」

　ベーグルは昭を起こしてから温めることにして、寝室に戻った。

「昭」

　ベッドに近づき、声をかけると寝ぼけたうめきを返された。ポンポンと軽く彼の胸を布団越しに叩く。

「朝ごはん、できたよ」

「ん……んぅ……ああ。おはよう、千秋」

　ふにゃっと眠気の残る笑顔を向けられて、キュンと胸がときめく。こういう、ちょっとした瞬間にいちいちときめいてしまう幸福に口元がゆるむ。

「おはよう、昭」

　チュッと軽くキスをすると、彼が体を起こした。抱きしめられて、キスを返される。

「ベーグル、温めておくから」

「ん。すぐ顔を洗っていくよ」

　踊るような足取りでキッチンに向かい、ベーグルをトースターで焼きつつ、コーヒーを淹れた。

「いい匂いだ」

　寝間着のままの昭がキッチンに来て、鼻を動かす。

「もうすぐできるからね」

「運ぶよ」

　小気味いい音を立てたトースターからベーグルを取り出した昭が、皿に載せてテーブルに運んでいる間に、器にスープを入れて、チーズを載せたジャガイモとプチトマト、手でちぎったレタスを盛り付ける。戻ってきた昭がそれも運び、千秋はコーヒーとドレッシング、カトラリーをトレイに載せて席に着いた。

「さ、食べよう」

「いただきます」

　手を合わせた昭がナイフとフォークを手にして、チーズたっぷりのジャガイモを切る。持ち上げると、熱々のチーズが糸を引いた。

「ん、うん」

　うなずく昭の様子に満足して、千秋はサラダにドレッシングをかけた。

「今日は、どうしようか。前は俺の買い物に付き合わせたし。千秋の行きたいところに行こう」

「行きたいところかぁ」

　うーんと斜め上に視線を動かして考えてみるが、思いつかない。

「昭と一緒に居られたら、それでいいかなぁ」

「かわいいことを言ってくれるなぁ」

「だって、ほかに思いつかないんだもん」

　目じりをとろかせた昭の視線に、照れくさくなって唇を尖らせる。

「それに、昭は疲れているでしょう？」

「ん？」

「海外出張」

「ああ……帰ってから振替休暇をもらったし、大丈夫だよ」

　柔和な彼の笑顔に、ふわっと心が浮き立った。自分の希望よりも千秋の望みを優先してくれる昭の気持ちに、ほっこりする。いつもどおりの彼の態度が、なぜだか新鮮なものに感じられるのは、昨夜のちょっと変わった行為に関係があるのだろうか。

（こういう気持ちになるために、ネットでコメントしていた人たちは、色々してたってことなのかな）

　マンネリ打破の方法が載っていたサイトを思い出しながら、千秋はベーグルをちぎって口に入れた。

「そっか……そういえば海外出張、どうだった。やっぱり、大変だった？」

「いや。まあ、日本と向こうじゃ価値観が違うところもあるけれど、そう大変じゃなかったよ。ああ、でも……日本らしい土産を持っていったらいいって、アドバイスがあっただろ？」

「うん。千代紙と、扇子と……あと、あれも買ったよね。和柄のガーゼハンカチ」

「そうそう。食べ物よりも、小物のほうがいいんじゃないかって選んだやつ。あの中で、一番人気があったのは何だったと思う？」

　楽しそうな顔をする昭につられて、ウキウキしながら答えた。

「えぇと……扇子、かな？」

「それが、千代紙だったんだ」

「ええっ、なんで？」

「試しに鶴を折って見せたら、マジックだとかなんだとか言われてさ、他にも作ってみろって言われて、まいったよ」

「へぇ！」

「一緒に折り紙をしたら、一気に和んだっていうか親しみができたっていうか……また次も千代紙を持ってきてくれって頼まれた」

「そんなに気に入られたんだ？」

「子どもに教えたいからって。だから、もし次に行く時は、折り方の本も持っていこうかなって。まあ、いつになるかわからないけど。俺以外が行くことになったら、代わりに持っていってくれって頼むつもりだ」

「海外の人からすると、不思議に思えるのかな」

「みたいだな。知らないわけじゃなかったみたいだけど、実際に目の前でされるのと、動画なんかで観るのとでは違うってことじゃないか？」

「あ、なんか……わかるかも。知ってはいるけど、目の当たりにすると感動しちゃうやつ」

「そうそう。柄も和風だから、よりウケたみたいだ。まあ、扇子もガーゼハンカチも喜ばれたけどさ。千代紙であんなに興奮されるとは思わなかった」

　クックッと思い出し笑いをする昭に、感心の相槌を打ちながら見てみたかったなと光景を想像する。すると、その声が聞こえたかのように、昭が言った。

「動画を撮影しているから、あとで観せるよ。というか、観てほしいんだ。家具工場の大人たちが集まって、折り紙教室みたいになっているのを、千秋にも見せたいなと思っていたんだ」

「わぁ、楽しみ」

「千秋は？　どんなふうに過ごしてた？」

「私は……美也子とランチしたってくらいかなぁ」

　マンネリ打破の相談をしていたなんて言えないので、さらっと答えた。

「へぇ。おいしかった？」

「うん。パスタランチして、食後のケーキもそこで食べて、なんかずっとしゃべってた」

「おいしかったのなら、今度は俺も連れて行ってほしいな。近場？」

「ふた駅向こうの、商店街からちょっと離れたところにあるの。雰囲気もすっごくよかったし、迷ったメニューもあるからまた行きたい」

「じゃあ、今日のランチに行こうか」

　提案に、千秋はちょっと迷った。のんびりデートもいいけれど、昭と家でまったりと過ごしたくもある。

「二週続けて同じ店じゃ、つまらないか」

　黙った千秋の反応を乗り気ではないと判断した昭に、首を振って「違うの」と答えた。

「のんびりデートもいいけど、家でまったり過ごしたい気持ちもあるなって」

「そっか。うーん、じゃあ……まったり過ごして、出かける気分になったら散歩も兼ねたランチに行って、夕食の買い出しをして戻ればいいんじゃないか？　もしも出かけるのがおっくうになったら、そのまま家で過ごすってことにして」

　彼の案に、千秋は目を輝かせた。

「それ、いい」

「じゃあ、決まりだ」

　たわいない会話をしながら食べ終わり、食器を片付けてソファに落ち着く。昭のスマートフォンにある海外出張の思い出画像や動画を、彼にもたれかかって説明とともにながめた。

「なんか、おじさんたちが子どもみたいな顔をして折り紙をしているの、ちょっとかわいい」

「この一番真剣な顔をしている人は、子どもに教えるために覚えて帰るんだって、休憩時間を過ぎても練習したがってたよ」

「へぇ。鶴のほかに、何を折ったの？」

「やっこさんとか……ああ、手裏剣は簡単だし人気があったな。忍者は海外映画にも登場するしね」

「サムライとかニンジャとかゲイシャとか？」

「今でもいると思っている人もいたよ」

「ええっ」

　画像の中には仕事の資料として撮影されたものもあったが、そういうものは飛ばして、楽しい思い出だけを昭は教えてくれた。

「私も、一緒に行きたかったなぁ」

　できるはずもないとわかっていながらつぶやいた千秋の頭を、昭が子どもをあやすような手つきで軽く撫でる。

「一緒に出張は無理だけど、海外旅行で現地の人と交流するのは楽しいかもしれないな」

「私、英語を勉強しておかないと」

「俺が話せるから、大丈夫。ああでも、簡単なものは覚えておいた方がいいだろうな」

「教えてくれる？」

「もちろんだ」

　視線が絡むと、ふいに唇が寂しくなった。笑顔がゆっくりと落ち着いて、互いの顔が自然と近づき、どちらともなく唇を寄せて重ねた。

「んっ」

　軽くたわむれるようなキスをして、彼の肩にもたれかかる。目を閉じて、彼の体温と匂いを感じていると、おだやかで満たされた気持ちになれた。

　髪を撫でてくれる指が優しくて、ふんわりとした幸福感に包まれる。

　特に何をするでもなく、一緒に居られる相手。

　リラックスできる特別な相手なのだと、安らぎを味わう。

（昭も、そんなふうに思ってくれているのかな）

　一緒にいるのが当たり前の相手。なのにドキドキしてしまう不思議で貴重な人。

（こんなふうに、ずっと過ごしていたいな）

　頬を彼の肩に摺り寄せると、額にキスをされた。ふふっと笑って昭の首に冗談半分に噛みついた。

「こらっ」

　笑いながら叱られて、鼻を軽く噛まれる。

「きゃっ！」

「しかえしだ」

　いたずらっぽく目をキラキラさせた昭の膝をまたいで、両手で彼の頬を包んだ。

「しかえしの、しかえし!!」

　彼の鼻に噛みつこうとすると、顎を引かれて唇を奪われた。しっかりと頭を抱きしめられて、舌先で唇をくすぐられる。ムズムズした唇を薄く開くと、昭の舌が伸びて隙間にもぐり、千秋の歯をなぞった。

「ふ……っ」

　淫艶な気配にうなじのあたりがゾクゾクして、鼻から甘い息が漏れる。首の角度を変えて、しっかりと重ねた口を開いた千秋も舌を伸ばした。

「はふ、ぅ……っ、ふ……んぅ……っ、は……ぁ、んっ、ん……っ」

　口の中の性感帯が目覚めていく。敏感になった部分から全身へと甘美な蔓が伸びて、絡めとられる。肌が濃艶な興奮を帯びて桃色に染まり、心音が高まった。

「ん、ぅ……ふ……ぅ、はぁ……んっ、んんっ」

　全身が浮遊していくような錯覚に襲われて、昭の首にしがみつく。彼の腕に腰を掴まれて引き寄せられると、恥丘と硬くなった彼の一部がぶつかった。

「あっ」

　ブルッと腰に震えが走る。ツンと乳首が反応して、淡く疼いた。ドキドキと激しく脈打つ心臓に呼応して、呼気が乱れる。柔和に目を細めた昭の手が、千秋の上着をたくし上げる。胸の上まで裾を持ち上げられ、ブラジャー越しに乳頭を擦られた。

「ふ……っ、ぅ……っ」

　円を描くように撫でられたりトントンと軽くつつかれたりするごとに、胸の実は赤く硬く熟れていく。布越しの刺激のもどかしさが、たまらなく心地いい。じれったさが羞恥とともに期待を育てて、千秋の芯を開かせる。

（まだ、朝なのに）

　窓から差し込む陽射しはさわやかで、生まれたての今日の気配を含んでいた。こんな時間に淫花をわななかせている自分が恥ずかしく、股間を膨らませている昭の獣欲が愛おしい。

「ん、ぁ……っ、昭」

　このまま先に進むのか。それとも、ちょっとしたたわむれなのか。どっちに進めばいいのかわからず、千秋は昭の次の行動を待った。彼もまた、千秋の反応をうかがっているのか、じっと瞳の奥を覗くように見つめてくる。

（積極的に求めたら、昭はどうするんだろう）

　好奇心が湧いて、千秋は腰を落として彼の滾りに臍下部を押しつけた。軽く腰を揺らしてみせると、ふっと唇をほころばせた昭の瞳が獲物を捕らえた獣のように鋭くなった。ほの暗い官能の悪寒を覚えて、千秋の目じりが赤く染まる。はっきりと淫猥な気配を含んだ彼の舌で口腔をまさぐられ、千秋はまぶたを下ろして彼が与えてくれるものに集中した。

「ん、ぅ……ふ、っはぁ……んっ、んんっ」

　蜜壺が膨らんで蜜を生み出し、肉花が揺れる。ブラジャーごしに胸先を撫でられながら、千秋は彼の舌に舌を絡ませて腰を揺らした。恥丘と秘裂で硬くなった昭の熱を擦ると、昭の息が荒くなる。重なった唇の隙間から漏れる呼気の熱さにクラクラしていると、ソファに押し倒された。

「きゃっ」

「そんなに挑発されたら、ガマンができなくなる」

「挑発だなんて……先にしかけたのは、昭でしょ」

　唇を尖らせたら、人差し指でつつかれた。クスクス笑ってキスをして、体を起こした昭が上着を脱いだ。朝の光の中、引き締まった彼の肉体があらわになる。筋肉質とまではいかないが、無駄なぜい肉のない男らしい体の線に腹の奥が疼いた。上着を脱がされ、ブラジャーのホックを外された千秋は、はにかみながら上目づかいに昭を見た。じっと見降ろしてくる昭のほほえみが、優しくて照れくさい。なんとなく胸を腕でかくしたら、手首を掴まれた。

「ちゃんと見せて」

「じっと見られると、恥ずかしい」

「千秋だって、俺を見ていただろう？」

「ん……それは、そうだけど」

「おあいこ、だ」

　こくんと首を縦に動かして、そろそろと腕を解く。張りのある乳房が、ふるふるっと揺れた。そっと彼の手のひらが下りてきて、外側からすくい上げるように胸を包まれる。指の股で乳首を挟まれ、中心に向かって揉みこまれると芯に快楽が集まった。

「ぁ、は……っ、あんっ、あ……ぅ」

　彼の手のぬくもりが生み出す恍惚を含んだ淫靡な波が、寄せては返しを繰り返して千秋はゆらゆらと理性と羞恥を溶かしていく。

「んぁ、あ……はぁ……あっ、あぁ」

　触れられてもいない陰核がジィンと痺れて、存在を主張してくる。触れてほしくて、昭の肘を掴んだ。

「ねぇ、昭ぁ」

　懇願を含んだかすれ声を出すと、小さくうなずいた昭の手が胸から離れた。ショーツごとズボンを脱がされ、片足をソファの背にかけられる。開いた脚の間に昭の視線を感じて、とっさに膝を曲げて隠そうとしたら、彼の体に阻まれた。膝で昭をはさむ格好になった千秋のへそに、昭の唇が触れる。

「んっ」

　くすぐったくて身をよじると、へそを舐められた。

「ひゃっ」

　短い悲鳴に腹筋が揺れる。膝裏を持ち上げられて、体を折りたたまれる。へそから上へと移動した昭の顔が乳房に触れて、乳首を吸われると陰唇がヒクヒクした。しっとりと愛液で濡れたそこに、昭の指が沈む。

「は、ぁ……っ、あんっ！」

　肉花をかき分けて奥に進んだ指に陰核をつままれて、腰が跳ねた。そのまま指の腹でつぶすように肉芽をこねられ、強い刺激に目を白黒させた。

「ひぁあっ、あんっ、は、ぁあう……っ、ひっ、あぁんっ」

　ふたつの尖りを同時に刺激され、千秋は身をくねらせた。体の奥で喜悦が跳ねるままに踊る千秋の奥から、とめどなく愛蜜が湧いて溢れる。肉芽をつまむ指とは別の指で、肉花を広げるように円を描かれ、なまめかしく尻を揺らした千秋は昭の頭を抱きしめた。

「ああっ、ああ……っ、ふ、ぁ……あぅうっ」

　快感を受け止めきれずにこぼれる声が、窓から差し込む陽射しにそぐわない気がして背徳感が生まれた。

「あんっ、あ……ああ、あっ、昭ぁ……あっ、ダメぇ」

　やめてほしいわけではないのに、咎める言葉が口からこぼれた。ふっと動きを止めた昭が千秋から遠ざかる。

「えっ……昭？」

　かすれた声で呼んでも、昭は返事をせずに背を向けて廊下へ行った。火照る体を持て余して、どうすればいいのかわからない千秋は呆然と彼が消えた扉を見つめた。しばらくして戻った昭が、なだめる笑顔で千秋の傍に来る。

「不安そうな顔しなくても、大丈夫。これを取りに行っていただけだから」

　見せられたのは、避妊具だった。

「気持ちよさそうな千秋を見ていたら、早くひとつになりたくなって。気がせいて、不安にさせてゴメン」

　言いながら全裸になった昭が、避妊具を装着する。明るい場所で見る昭の腰のものは、猛々しかった。ゴクリと喉を動かした千秋の心臓が、期待と緊張で固くなる。

　付き合って三年近くになるが、明るい陽射しの中で興奮した昭のモノを目にするのは初めてだ。

（こんなに、大きかったんだ）

　夜の明かりで目にした時よりも、ずっとたくましく見えるのはなぜだろう。頭の先までいっぱいになる感覚を思い出し、隘路がキュウンと切なく締まる。早く彼を受け入れたくて、手を伸ばして彼の腰に触れた。

「昭」

　促すように呼ぶと、額にキスをされた。唇が滑ってまぶたに触れ、頬に触れ、鼻先に触れて唇に落ちてくる。薄く口を開いて舌を伸ばし、互いの舌でダンスを踊った。

「んっ、ん……ふ、ぅ」

　脚を広げられ、硬いもので肉花をつつかれる。早く早くとうごめく花の中心に、昭が深く沈んだ。

「は、ぁあっ、あ……あぁあっ、あ」

　ズブズブと奥まで進んだ昭に開かれた隘路が、歓喜に蠕動する。大きくスイングした昭の切っ先に奥をえぐられるたびに、真っ白な火花が脳裏に散った。

「はぁあんっ、はんっ、は、ぁあっ、あ、あああっ」

　揺さぶられて嬌声をほとばしらせる千秋の目に、窓の向こうに広がる空が映った。昭とともに空へ上っていく心地になって、千秋は奔放に身をくねらせて昭を求め、悦楽を追いかけた。

「ああ、昭っ、昭ぁ」

「んっ、千秋……すごく、色っぽい……っ」

　ぐんぐん激しさを増していく昭の律動に合わせて、千秋も体を上下に揺らす。もっともっと彼と共に高みへ行きたい。あの空よりもずっと向こう。快楽の果ての法悦を目指して、千秋はより深く繋がろうと昭の肩を掴んだ。

「あっ、ああ……昭ぁ、あっ、は、ぁ……っ」

「くっ、千秋……絡みついて……っ、持っていかれそうだ」

　クッと口の端だけで笑った昭の雄々しさに、千秋は愛おしさを募らせた。恋しさが蜜壺を刺激して愛液をさらに増やし、結合を滑らかにしてくれる。動きを速めた昭にかき回されて、満開に咲いた肉花からクチュパチュと激しい水音が立った。

　すっきりと晴れた窓の外に広がる空と明るい陽光に包まれて、肉感的な喜悦に満たされた千秋は、草原で走り回っているような爽快さを覚えた。

「は、ぁあ……っ、昭ぁ、あ……っ、昭ぁ」

「ふっ、千秋……ああ」

　眉間にしわを寄せた昭の蠱惑的なまなざしに体の芯がときめいて、弾けてしまいそうになる。こんなにも愛されていて、こんなにも好きなんだとあらためて思い知らされた千秋は、極上の安堵と興奮に満たされた。

「あぁあ……っ、あっ、はぁあんっ、あっ、ああ」

　世界のすべてが昭で染まり、なにもかもを包み込みたい情動に襲われる。体の内側で昭を抱きしめ、とろけるほどの快楽を与えたくなった。

「ふぁ、もっと……昭……っ、好きに、あぁ……っ」

　気遣いなど必要ない。ガツガツと求められたい。優しくされるのはうれしいけれど、今は昭の欲望をむきだしにして求めてほしい。

「うん、千秋……もっと、好きだって伝わるように……っ、一緒に気持ちよくなろう」

　好きにしてと伝えたかったのに、「もっと愛して」と言われたのだと受け止められてしまった。

「ちがっ、あ……昭の好きに……っ、ねぇ、昭のしたいように……っ、されたいの」

　首を振って訂正すると、「バカだなぁ」と笑われた。

「俺はとっくに、好きにしてるよ。千秋が気持ちよくなってくれたら、最高に気持ちよくなれるんだ。だから……千秋は俺をいっぱい感じて、気持ちよくなって」

「んっ、昭ぁ」

　うれしすぎて瞳が潤んだ。目じりに溜まった涙を唇で拭われる。

「好き……っ、昭……っ、昭ぁ」

「うん……俺も、愛しているよ……千秋」

　乱れた息で告げられて、千秋はギュウッと昭を抱きしめた。結合が深くなり、淫靡な律動の速度が上がった。

「あっ、あっ、あぁ、あんっ、は、はぅっ、あっ、あ」

　突き上げに合わせて千秋の艶声も小刻みになり、法悦を内包した腹の奥が膨張していく。「んぁ、あっ、昭、あっ、あ、くるっ、きちゃ……っ、あっ、あ」

　絶頂の予感を伝えると、グッと内側の熱が硬さを増して大きく跳ねた。

「はぁああんっ」

　打たれた衝撃に背中を反らし、ひときわ高い悲鳴を上げた千秋の意識が、朝の空へ吸い込まれる。

「は、ぁ……ああ、あ」

　余韻に痙攣しながら、舞い上がった意識を静かに引き寄せた千秋は、充足を満面に広げた昭の笑みに指を伸ばした。

「昭ぁ」

　気だるい声は、寝ぼけているみたいになった。伸ばした指先に、うやうやしく唇を寄せられる。

「ふふっ」

　心がくすぐったくなって肩をすくめると、手首にキスをされた。

「千秋」

　愛おしさをたっぷりと含んだ吐息で呼ばれ、幸福感に包まれる。

「愛してるよ」

「私も」

　そっと唇を合わせて、しっとりと汗をまとった肌を抱きしめた。







第三章　ちょっとやりすぎ？　だけど、でも。








　月曜日、美也子から夕食に誘われた千秋は、マンネリ打破対策を試したかどうか聞かれるんだなと予測しつつ、会社ビルの出入り口で待っていた。

「お待たせ」

　パンツスーツ姿の美也子が、ヒールのかかとを鳴らしながら近づいてくる。

「さ、行こうか」

　促された千秋は、美也子の進むままについていった。スーツ姿の人たちに混ざって駅近くまで行き、左にそれて飲食店などが連なる界隈へ向かう。迷いなく歩く美也子は、お店のアテがあるらしい。きっと会社の人間が来ない店を選んだのだろう。

　今日の社内での出来事を軽く話しながら歩き、到着したのは半個室の居酒屋だった。客の姿はまばらで、店員があれこれと動いている姿から、これから混んでくるのだろうと予想できた。

　奥の半個室に通されて、美也子はハイボール、千秋はカシスグレープフルーツを注文した。すだれが下げられてふたりきりになった気分になる。

「私が誘った理由、わかってんでしょ」

　おしぼりで手を拭きながら美也子が言って、千秋はこくんとうなずいた。

「まあ、シラフでは言いにくいだろうから、ちょっと食べて酔ってからにしよっか」

「すぐに聞かれるかなって思ったけど」

　気を使ってくれたのかと言外に匂わせると、軽く肩をすくめられた。

「ノロケ話は、ちょっと酔ってから聞く方が、こっち的にもいいしね」

「ノロケって」

「どうせ、うまくいったんでしょ」

　ニヤニヤされて、千秋の頬が赤くなった。

　ケラケラと美也子笑う。

「ほんっと、正直者なんだから」

「だ、だって。でも、なんで」

「だから、正直者って言ったでしょ。うまくいかなかったら、不安そうな顔してるだろうなって思ってたから。まあ、でも安心した」

　飲み物が運ばれて、メニューを開いてサラダと焼き鳥の盛り合わせ、だし巻き卵を注文する。店員が去ると美也子がグラスを持ち上げたので、千秋も乾杯のポーズを取った。

　軽くグラスを合わせて口をつけ、料理をつまみながら社内での出来事やテレビドラマの話など、たわいない会話をした。

　

　互いのグラスが空になり、二杯目のアルコールと追加の料理を注文して、運ばれてきたグラスを受け取ると、ハイボールを持ち上げた美也子にだしぬけに質問された。

「で。うまくいった感想は？」

　ごくごくっと喉を鳴らした美也子の質問に、千秋は真っ赤になってうつむいた。

「なんか、付き合い始めた頃みたいっていうか、それよりずっと仲良しをしたっていうか」

　うれしさをかみしめながら伝えると、フフンと鼻を鳴らされた。

「うまくいったどころか、最高だったってことね！」

　恥じらいつつも首肯した千秋は、はぁっと幸せな記憶を味わうような息をこぼしてカクテルを口に入れた。カシスの甘さをグレープフルーツの酸味が落ち着かせている。甘酸っぱい味は、昭と過ごした時間の幸福な記憶を強く引き立たせた。

「ニヤニヤしちゃって、まぁ……食べる前に、ごちそうさまって言いたくなるわ」

　からかいをふんだんにまぶして呆れる美也子の笑みに、千秋はふふふと満たされた顔で肩をすくめた。

「今日は稲生さんを見なかったけど、きっと鼻の下が伸びていたんでしょうね」

「やだ。昭さんはそんな顔しないよ」

「わかんないよぉ？　千秋がそんだけニヤニヤしているんだから、向こうだって浮かれてたって、おかしくないじゃん」

「仕事とプライベートは分けているから」

「うん……まあ、そうねぇ。普通はバレそうなもんだけど、ふたりが付き合ってること、私くらいしか知らないもんねぇ」

　こっくりと首を縦に動かした千秋は、海外出張後に出社した昭と給湯室でキスをしたことを思い出した。

（会社でキスをされたって教えたら、美也子、びっくりするだろうな）

　まさか昭がそんな大胆なことをするなんてと驚愕する美也子を想像すると、考えが顔に出てしまっていたらしい。美也子がニヤリとして、わずかに前のめりになった。

「何？　なんか言いたそう」

「うん。実はね……私、会社で昭にキスされたの」

「えっ!?」

　目を丸くした美也子に、お茶を汲みに給湯室に入ったら昭がやってきてキスをされたのだと説明した。

「はぁ……やるわねぇ」

　腕を組んだ美也子が何か言いかけた時に、揚げ出し豆腐と野菜スティックが運ばれてきた。いったん会話を中断し、店員の足音が遠ざかってから口を開く。

「もちろん、誰も見ていないってわかってたからだろうけど」

　ドキドキしたなぁと振り返っていると、美也子が語頬を持ち上げた。

「そろそろふたりの関係がバレるかもしれないなら、いよいよ気合を入れたほうがいいんじゃない？」

「どういうこと？」

「フリーってことで女子社員たちは互いにけん制しあってたんでしょ？　それが、付き合ってる相手が身近にいたって知られたら、大騒ぎになるじゃない」

　にんじんスティックを口に入れた千秋は、顔をしかめた。脳裏に昭へ熱視線を送る女子社員たちの様子を浮かべて、モヤモヤとしたものが腹の底に霧のように立ち昇る。

「なりそう」

　陰鬱な声を出し、彼女たちに昭を諦めてもらうにはどうすればいいかと考える。

「やっぱり、バレるなら婚約したって事実があったほうがいいよね」

　ぽつりと言うと、すかさず美也子が同意した。

「そりゃあ、ね。その方がいいと思うよ」

「だよねぇ」

　重たい息を吐き出して、テーブルの上に視線を落とした。

「でも、どうやって意識してもらえるようにしたらいいのか、わかんなくって」

「まあ、千秋から迫るっていうのも、難しいかぁ」

　腕組みをした美也子はしばらくうなると、妙案を思いついた顔になった。

「うまくいったんなら、またやっちゃいなよ」

「またって……あの、エプロンの？」

「ううん。二回連続だと、新鮮味に欠けるでしょう？　だから、今度は別の恰好」

　サッサッとスマートフォンを操作した美也子に画面を見せられ、千秋は目をしばたたかせた。

「やだ、かわいい」

「でっしょう？　こういうの、いいと思うんだけど」

　にんまりした美也子が見せてきたのは、セーラー服を模した下着の上下セットだった。子どもの頃にあこがれた少女向けアニメの主人公を彷彿とさせるデザインに、乙女心がくすぐられる。

「こういうの、私は無理だけど千秋はイケると思うんだよね」

「ちょっと子どもっぽすぎない？　高校生とかならともかく」

　惹かれつつも渋ると、スマートフォンを手元に戻した美也子が「だからいいんじゃない」と、揚げ出し豆腐に箸を伸ばした。

「庇護欲っていうの？　そういうのをくすぐれるし、思春期の気持ちみたいな新鮮な感じになれるかもしれないでしょう」

「そうかなぁ」

「アレで燃えたんなら、今回もきっとイイ感じになるよ」

　アレとは裸エプロンのことだ。半個室とはいえ、店で単語を出すのを憚ったのだろう。

「う……ん」

　返事をしながら、セーラー服っぽい下着の画像を思い出す。

「さっさとプロポーズを引き出して、どうにもできない関係になっちゃいなよ。横からチャチャ入れられて、この年で次を探すのも大変だし。見つかったとしても、あんないい人そうそう出会えないよ」

　霧のように腹の底から生まれた不安を煽られて、どんどん気持ちが沈んでいく。心の奥底に抱えている千秋の不安を、こうして美也子がズバズバとした物言いで引き出そうとしてくれるのは、抱えているモヤモヤから逃げるなと言ってくれているのだとわかっている。

　心配してくれて、行動ができるようにと応援をしてくれているのだとはわかっていても、千秋はグズグズと迷ってしまう。そんな心情を見透かしたように、美也子が言った。

「押しが弱いっていうか、流されるっていうか……まあ、そういうのんびり平和なところが千秋のいいところでもあるんだけど。今回はそれが仇になって、取られちゃったら大変だしねぇ」

　ため息とともに「私も心配なわけよ」と付け加えられて、千秋はあいまいにうなずいた。

（あんなにくっついて、いっぱいキスとかもしたのに）

　誰かに取られてしまうなんてことが、あるだろうか。

　心の中のつぶやきを察したように、美也子がグラスに口をつけながら言った。

「三年もバレないようにして、こっそり付き合っているっていうのも、なんか浮気のためって考えられなくもないし」

「えっ！」

「フリーって見せておけば、相手も油断するじゃない？」

「もともと、私が会社の人に知られたくないって言ったのが始まりで、昭はそれを守ってくれているだけだし」

「守るって言っても、三年近くも？　一年くらいしたら、もうそろそろいいかもってならなかったわけ？」

「たぶん、習慣になっちゃってるから」

「だからって……まあ、うーん。じゃあ、浮気とかそういうのはないってことにして。給湯室でキスされたっていうのは、もしかしたらそろそろバラしてもいいか？　って、さりげなく探りを入れてきたって考えられなくない？」

「会社の人に、付き合っていることを知られてもいいって、昭が思っているってこと？」

「そういうこと。会社でキスをするって、誰かに見られたら決定的でしょ？　それをしたってことは、千秋と付き合ってるって社内の人に言ってもいいかどうか試したって考えられなくもないよね」

「うーん……でも、だったら、直接そう言ってくれたらいいのに」

「三年も隠していたんだから、言い出しにくいとかあるんじゃないの？　だから、探りを入れた。だったら、千秋が積極的になったら、向こうから何か次のアプローチがあるかもしれないよ」

（私が、積極的に）

　口の中で美也子の言葉を反芻した千秋は、今まで彼にまかせっきりで、自分から行動を起こしたことはなかったなと考えた。美也子に勧められて、裸エプロンをしたのが初めてだ。受け身ではなく、自分から動いてみたら、昭はとても情熱的に返してくれた。今回もそうなるかもしれないと、勇気が湧いてくる。

「よしっ」

　小さく気合を発した千秋がカクテルを一気飲みすると、美也子は意外そうに目を瞬かせた。

「やってみる」

「うん。じゃ、千秋の決意に乾杯をしよう！」

　ドリンクのメニュー表を開いた美也子に頷いて、千秋はカクテルのお替りを頼んだ。

　その後は話題が変わり、最近できたカフェの話やトレンドニュースの話題など、たわいない会話をしてから帰路に着いた。

　

　美也子と別れて夜道を歩く千秋は、彼女との会話を反芻していた。

（刺激、かぁ）

　街灯の下、マンションに向かいながら千秋は考える。ほどよい酔いを含んだ脳が、ふわふわと思考を巡らせる。

　裸エプロンで迎えた時の昭の表情と、その後の情熱的なセックス。翌日の戯れに似た濃艶なやりとりを思い出し、アルコールで火照った体をさらに熱くする。

「やだ、もう」

　呟いて、マンションのエントランスに入りエレベーターを呼ぶ。乗り込んで六階を押し、狭い箱の中に閉じ込められると足元がわずかに揺れた。

「本当に、うまくいくかな」

　ぼそりとこぼし、エレベーターから降りて玄関へ。鍵を差し込み、室内に入った千秋は着替えもせずにワンルームの部屋にある座椅子クッションに腰掛けて、スマートフォンを操作した。

　セーラー服みたいな下着と検索バーに入力し、虫メガネのマークをタップする。検索結果の中から大手ネットショップのページを選んで開くと、ずらっと現れた商品ラインナップに目を丸くした。

「こんなに、たくさん」

　居酒屋で見せられたものは、胸元に大きなリボンがついている襟つきのブラと、ショーツの上部にスカートを模したレースがついている水着みたいなものだった。検索で出てきたものは、ブラやショーツの上に透け感のあるミニのセーラー服がついているものや、スポーツブラのようなものに襟がつき、ミニスカートというチアガールのコスチュームっぽいものもある。商品名のところにベビードールという文字を見つけ、そこをタップすると多彩なデザインのコスプレみたいなものや、愛らしくもセクシーなドレス風のものなど、さまざまなものが表示された。

「すごい」

　西洋のお姫様みたいなレースのワンピースがついているものなど、見ているだけで胸がときめくデザインのものが多くある。時間を忘れて見ていた千秋は、ふっと画面の時計表示部分に目を向けて、「あっ」と小さく声を出した。

「寝ないと」

　遅い時間なので、浴槽に湯を貯めるのはやめにした。慌ててスーツを脱ぎ、着替えを用意してシャワーを浴びた。さっぱりとした肌に化粧水をつけて、乳液をなじませる。髪を乾かし、ボディクリームを使って足をマッサージした。ポカポカと心地よくなり、酔いも相まって眠気に襲われる。

　ベッドに入った千秋は、酔いの心地よさとネットショップで観た商品たちに対するときめきとに包まれて、眠りの世界へゆっくりといざなわれた。

　

「おまたせ」

　はにかみながら言ったのは、セーラー服姿の千秋だ。夕暮れの校門で、ブレザー姿の昭が笑顔を浮かべている。

「じゃあ、行こうか」

　ふたりは手を繋ぎ、下校中の生徒に交じって駅へと向かった。

　これは夢だと頭の隅で認識をしながら、千秋は学生姿の昭によりそった。

　駅前のファストフード店で、昭は炭酸飲料を、千秋はシェイクを注文し、学生でにぎわう店内で向かい合わせに座る。ブレザー姿の彼が新鮮で、千秋はドキドキしっぱなしだった。何か会話をしているのだが、内容を把握できないのは夢だからだろう。楽しそうに彼と話をしている自分を、夢だと認識している自分がうらやましがっている。

（私も、昭と話したい）

　強く願って手を伸ばしかけたところで、目が覚めた。

「あぁ」

　布団の中で、千秋は唇を尖らせる。初々しい学生デートの気分を、もっと味わっていたかった。

「昭の学生時代かぁ」

　幾度か話をしたことはあるが、写真を見たことはない。今度、見せてもらいたいなと思いつつ、夢の世界に後ろ髪を引かれながらベッドを後にした。

　

（引かれないよね）

　緊張に心臓を固くしながらエプロンを外す。現れたのはセーラー服を模した水着のような下着だった。あれこれ迷った挙句、昭どうこうよりも着てみたいという好奇心が強くなって、ネット注文をしてしまった。

（これも、昭が気に入ってくれたらいいんだけど）

　裸エプロンは男のロマンだとかなんだとかいう話でまれに耳にするが、コスプレのような下着はどうだろう。アイドルのグラビアなどではありそうだが、逆にそれが引かれる要因になりはしないかと気になった。

（私、アイドルとかじゃないし）

　かわいくなりたいし、かわいくいようと努力はしているが、平均並みの容姿だと自負している。注文する時も身に着ける時も好奇心が勝っていたが、いざ昭に見せるとなると怖くなってきた。

（美也子はイケるって言ってくれたけど）

　やっぱり、誰かに見せるとなると恥ずかしい。上に何か羽織ろうと考えて薄手のジップアップパーカーを手に取った。

『いま、電車に乗った』

　スマートフォンが振動し、昭からのメッセージが画面に表示される。ドキドキしながら夕食の準備を整え、終えるころに玄関で「ただいま」という声がした。

「お、おかえりなさい」

　ドキドキしながら玄関に向かって出迎えると、昭が小首をかしげた。

「どうしたんだ？」

「え」

「ズボン、穿いてない」

「あっ、これは」

　下着の上に長いパーカーを着たので、太腿がむき出しになっている。慌ててパーカーの裾を掴んで引き下ろし、もじもじしながら彼を見上げた。

「ちょっと……かわいい下着を見つけたっていうか、美也子にいいんじゃないって薦められて……それで、着てみてて」

「そうか」

　うなずいた昭の手が伸びてきて、額にキスをされた。

「後で、見せてくれる予定？」

「ん……うん。だけど、ちょっと子どもっぽいかも」

「かわいいんだろ？」

「デザインが、ね」

　クシャっと髪を撫でられて、とろける笑みを向けられる。

「着替えてくる」

「うん」

　きっと似合うと見る前から言われなかったことで、なんとなくホッとした。そんなことを言われてしまったら、見せるハードルが上がってしまう。

（大丈夫、大丈夫）

　彼に見せても大丈夫だと繰り返して、お茶の準備をして昭が着替えて戻ってくるのを待った。

　今日の献立は豚肉と野菜のみそ炒め。玉ねぎとワカメの味噌汁。ほうれん草の胡麻和えだ。

　部屋着姿になった昭が席に着き、ふたりで手を合わせて食事を始める。

「仕事の新企画、とりあえずひと段落を迎えたから、しばらくは落ち着いていられそうだ」

「じゃあこれからは、あんまり遅くならないの？」

「今後の方向性は決まったし、工場視察も終わったからなぁ。あとは企画を進めていく間に、不備が出たりしなければ通常の流れに戻るよ」

「そっか」

「ここ数ヶ月、一緒に食べられなかったりして、ゴメンな」

「ううん。しかたないよ。お仕事、大事だし」

「比べるものじゃないけど、千秋も大事だよ」

　その言葉に、パッと満面が朱に染まる。さらっと言った昭は、当たり前の顔をしていた。気負った様子がないことで、彼と自分は大丈夫だという気持ちが強くなる。

（美也子が心配するようなことは、無いよね）

　——さっさとプロポーズを引き出して、どうにもできない関係になっちゃいなよ。

　水を差すように、美也子の声が脳裏に響く。彼を疑っているわけではないが、結婚の文字がちらつくと気持ちが急いた。愛されていると感じるし幸せでもあるけれど、現状のままずっと続くのかと考えると不安になる。

（私から迫るのは……なんか、ちょっと気が引けるなぁ）

　自己主張が得意ではない千秋は、切り出し方すら思いつかなかった。

　ふたりで食卓を囲む日常が欲しいけれど、次のステップに進むためのきっかけがない。それを得るためのアドバイスとして、美也子は色々と言ってくれているのだろうと分かっているが、果たしてこれは有効なのか。

（マンネリ化は解消されそうだけど）

　食事を終えて、食器を片付ける。洗い物を引き受けてくれた昭の横でコーヒーを用意して、ソファ前のローテーブルに並べた。水音が止まり、昭がソファにやってくる。

「かわいいの、見せてくれるんだろ？」

　ドキンと心臓が飛び跳ねて、鼓動が早くなった。緊張と、彼に見てもらいたいという欲求がないまぜになって体がこわばる。

「千秋」

　やわらかな声音で呼ばれ、立ってと手のひらで促されてソファから腰を上げた。

「でも、昭は気に入らないかもしれないよ？」

「千秋は気に入っているんだろ？」

「それは……うん」

「だったら、いいんじゃないか？」

　キュッと唇を結んで、パーカーのファスナーを下ろす。昭の視線を意識しながら前を開くと、彼の手が肩にかかった。パーカーから腕を抜かれて、下着のみの姿になる。

「へぇ。変わったデザインだな」

「子どもの頃に、女の子が変身して戦うアニメがあって、主人公たちがセーラー服を着ていたのね。それで、あこがれていたんだけど……私、中学も高校もブレザーで」

　恥ずかしさをごまかすために、視線をうろうろさせながら買った理由を伝えると、頬に手のひらを添えられた。

「似合ってるよ」

　カッと体中が熱くなる。

「あ、私……その」

「心配だったんだな？　俺がどう思うか」

「ん……うん」

　素直に認めると、とろける笑みを向けられた。

「かわいいよ。とても似合ってる」

　やわらかな賛辞に、千秋はうっとりした。

「変じゃない？」

「ちっとも」

「よかった」

　ホッとして胸に手を当てると、髪を指で後ろに流すように梳かれた。顔が近づき、軽く唇を重ねる。

「学生時代の千秋、見たかったな」

「私も……あっ、でもね。夢の中で、学生の昭と会ったの」

「へぇ？」

　興味深そうに昭の眉が片方持ち上がった。

「きっと、これを選ぶ時に色んなデザインのものを見ていたからだと思うんだけど。私がセーラー服で、昭がブレザーなの。校門で待ち合わせをして、駅前のファストフード店でおしゃべりをして。会話の内容はよくわからなかったんだけど、すっごく楽しかったなぁ」

　思い出して目を細めると、腰を抱かれた。

「夢の中の俺に、嫉妬しそうだ」

「どうして？」

「千秋が、とても幸せそうに笑うから」

「別の人じゃないのに？」

「たとえ俺でも、夢の中の俺は俺じゃないから」

　真剣なまなざしに、千秋は口元をほころばせた。

「じゃあ、昭もブレザーを着る？」

「学生っぽいやつか。それで、千秋とデート？」

「この格好で外は無理」

　ふるふると首を横に振ると、両手で頬を包まれた。

「じゃあ、室内デート？」

「彼女を家に連れてきたって感じで？」

「そうだなぁ……親のいない日に、彼女を連れてきたっていうのは？」

「やだ、それって」

「意味深？」

　うん、と音にするかしないかの強さで返事をすると、唇を奪われた。角度を変えて何度もついばみ、舌を伸ばす。舌先でくすぐりあって、千秋は昭の首に腕を回した。間近にある彼の艶めいた瞳に心が浮き立つ。欲望を宿したなまなざしに、千秋は身をゆだねた。

「んっ、ん」

　キスを繰り返しながらソファに座り、ゆっくりと押し倒される。

「なんだか、いけないことをしている気分になるな」

「本当の制服じゃないのに？」

「水着みたいな制服だけど、学生時代の千秋を相手にしている気分だ」

「じゃあ、昭も学生時代の気分になって。そうしたら、平気でしょう」

　楽しそうに目を細めた昭が上着を脱いだ。

「出会う前の俺たちってことか」

「どんな学生時代だったか、詳しく知りたいな」

「俺も、千秋がどんなふうに過ごしていたのか、教えて欲しい」

　わき腹を撫で上げられ、ブラジャーの縁に指を入れられて、千秋は初体験の気分になって身をよじった。ブラジャーが持ち上げられ、わずかに乳頭に引っかかって外れる。ぷるんと揺れた乳房に、昭がため息をこぼした。

「初めての千秋を俺にくれる？」

「昭の初めての相手が私って思ってもいい？」

　ごっこ遊びにもならない、中途半端なシチュエーションだとわかっているのに、気分が高揚する。奇妙な緊張に包まれる千秋の乳房に、昭の手のひらがかぶせられた。

「あっ」

　ゆっくりと指が沈む。やわやわと揉みしだかれて、身をこわばらせると首筋にキスをされた。

「あっ、あ……ん」

　首筋や耳裏、耳朶や顎を舌や唇でくすぐられながら両方の乳房を揉まれて、千秋は可憐な声を上げた。肌が細かく震えて、頭の芯がぼうっとしてくる。もう何度も彼に触れられて、体の深いところで繋がっているのに、無垢な存在になった気がした。

「昭」

　かすかに呼ぶと、耳元で「大丈夫」とささやかれた。

「俺も、なんだか緊張してる」

　クスクス笑いあって、千秋は昭の髪を撫でた。

「変な感じね」

「だけど、悪くない」

　同意した千秋の胸に、昭の頭が落ちる。乳頭を口に含まれ、チュクチュクと甘えられると女の園がキュンと締まった。肉芽がトクトクと小さく脈打ち、自分も味わってほしいと奥から蜜を引き出している。自分の体なのに意思とは関係なく脈動する箇所を、千秋は改めて不思議に思う。恋しい人に求められて、本能で受け止めて反応をする自分。幾度も経験していることなのに、未知の世界に踏み入れた心地になった。

「あっ、あ……昭……っ、ふ……ん」

　内腿に力を入れて、疼く箇所を抑え込む。顔を上げた昭の唇がもう片方の乳嘴に移動して、たっぷりと濡らされた方には指が置かれた。濡れた個所を指の腹でつままれて、コリコリと弄ばれる。唇に含まれた突起は舌先に転がされ、とろりとしたハチミツみたいな痺れが生まれて胸の芯がジンジンする。

「は、ぁう……んっ、ぅ」

　モジモジと内腿をすり合わせると、胸にある手とは反対の手で恥丘を撫でられた。布越しに恥毛を擦られて、秘裂のはじまりをノックされる。奥に隠れている肉芽が振動に反応して、ビクンと震えた。

「んっ」

　鼻から鋭い息を吐いて、全身を硬くする。昭の指が千秋の体をほぐすように、女の園の入り口をなぞった。

「はふ……ぁ、うん」

「足、開いて」

　乳頭を含まれたまま促され、甘い誘いにクラクラしながら従った。内腿の力を抜いてわずかに足を開くと、昭の指が尻の谷まで滑った。

「ひぁあんっ」

　尻の谷から女の下肢の膨らみまでを撫でるように擦られて、鼻にかかった悲鳴が上がる。快感を堪えるために脚の指を握りこんだ千秋は、両手で口を押えた。

「はぅ、ふっ、ぅん」

「声、ガマンしないで」

「んっ、ん……は、ずかし」

「何度も聞いてるよ」

「でも、なんか……いつもと違うの」

「俺も、違う気分だ」

　乱れた昭の息が胸にかかった。体を起こした昭がズボンを脱ぐと、股間のモノが下着を押し上げているのがわかった。

「もう、はち切れそうなくらいに興奮してる」

　淫靡な高揚に、千秋の鼻がヒクッと動いた。窮屈そうな様子に全身が熱くなる。隠されたものがどれほど淫靡でたくましいのか、千秋の体は知っている。期待に蜜壺とともに瞳が潤んだ。

「昭」

　求めるように名を呼ぶと、下着を脱がないままで下肢を重ねられた。

「千秋」

　彼の艶声を受け止めた鼓膜の震えが、意識を酔わせる。布越しでも昭の熱さと脈動が伝わってくる。彼を求める肉花がうねって、花芯が見つけてほしそうに存在を主張した。ショーツの上から欲熱で陰唇を擦られた千秋は、無意識にひざを折って足を広げた。

「脱がしてしまうのはもったいないけど、千秋が欲しい」

　迷いを含んだ昭の声に、千秋は首を持ち上げてキスをした。

「私も、まだ着ていたいけど昭が欲しい」

　いつもより愛撫の時間は短いけれど、気持ちも体内も昂っている。蜜壺はしっかりと愛液を湧きあがらせて、彼を包む隘路をたっぷりと濡らすどころか、肉花まで湿らせていた。彼を求める女の園はふっくらと熟れてわななき、昭の情欲を求めている。まるで今すぐ彼を手に入れないと、失ってしまうかのように気が急いていた。馴染んだ行為ではなく、初体験にがっついている感覚になっている。

　ショーツの縁に昭の指がかかって、千秋は足を閉じた。するりと下げられ、下生えがあらわになった。心臓が羞恥と期待に張り詰めて、呼吸が浅くなる。するりと足からショーツが抜かれ、胸の上にブラジャーをひっかけただけの姿となった千秋は、見下ろしてくる昭の視線にドギマギした。

「どうしたの？」

「いや……なんか、緊張して」

　照れくさそうに頬を掻いた昭に、千秋はホッとした。

「私も一緒」

　自分だけではないのだと、うれしくなる。

「なんだか、初めての感じがして」

「俺も。さっきは冗談で言ったけど、本当にそんな気がしてる」

　互いにはにかみ、見つめあった。

「アレ、取ってくる」

「うん」

　身を起こした昭が避妊具を取りに行く。目を閉じた千秋は、両手を腹の上で重ねて深呼吸をした。心音と蜜壺と花芯が連動して、昭を求めて脈打っている。心地よくほどよい緊張に包まれて、千秋は彼が戻るのを待った。

「お待たせ」

　準備を終えた昭の声に目を開けて、ゆっくりとかぶさってくる彼の瞳を見つめる。切れ長の目が熱情と優しさを浮かべていた。腕を広げて昭を迎え、脚の間に彼の腰をはさんだ。熱杭を待ちわびていた肉花が、はやくはやくと揺れている。

「入るよ」

　心なしか、昭の声は緊張をしているように聞こえた。

「うん」

　たっぷりと濡れて準備は整っているというのに、なぜか千秋は未通の頃のように体を小さく震わせていた。

　唇を重ねられ、切っ先で熟れた肉花を擦られる。奥が欲しいとうねっているのに、体とは裏腹に、心は初心な反応をしていた。昭もそれは同じらしく、切っ先でゆるゆると入り口を擦り、蜜口を穂先で幾度もほぐしてから、慎重すぎるほど慎重に奥へと進んだ。

　挿入された千秋は、喉を反らして愛おしい圧迫を味わった。潤った肉壁が強直を受け入れて、吸いつくようにしがみつく。

「あ、ああ……昭ぁ」

　奥を目指して突き進んでいく灼熱を根元まで呑み込んで、千秋は圧迫を味わうように息を吐いた。

「は、ぁ……あっ、あぁ」

「ずっと恋い焦がれていた人と、やっとひとつになれた気分だ」

「ん、私も」

（何度も体を重ねているのに、変なの）

　これも、セーラー服を模した下着のせいなのだろうか。それとも、たわむれに学生時代の互いを相手にしている気持ちでいようと言ったことが、新鮮味を引き出しているのだろうか。

　どちらでもいい。彼が愛おしくてならないのは、変わりがないのだから。

「動くよ」

　首肯して、ゆるゆると艶筒を擦られる快感に身をゆだねる。内側でさらに質量を上げる彼の圧迫が、息苦しいほどの悦楽を生み出してくれる。

「あっ、あぁん……は、ぁう……っ、ふ」

　だんだん速度を上げていく抽挿に、意識がかき混ぜられる。蜜口をえぐるようにつつかれて、頭の先を突き抜けるような喜悦が走ったかと思えば、重なった恥毛が擦れる甘痒い刺激に肌が弛緩する。交互に襲い来る劣情に揺られて、千秋は淫らな歓喜に浸った。

「は、ぁんっ、あぁっ、あ……昭ぁ、あっ、ああ」

「千秋……かわいいよ、すごくそそる」

　低くうめくような昭の声に、頭の芯が痺れるほどの恍惚に見舞われる。襞をえぐるように彼が動くと、肉欲の付け根あたりが陰核に触れた。

「ひぁううっ」

　強い刺激に背をよじった千秋の反応に、昭が頬を持ち上げる。同じ角度で何度も上下に擦られて、敏感な奥と突起に走る静電気のような激しい快感が全身を駆け巡った。

「あっ、ああっ……あぅうんっ、は、ぁあうう」

　真っ白い輝きが体内でどんどん膨らみ、千秋はクラクラした。蜜壺だけでなく、体中がとろけてしまう。

「ふぁあ、んっ、んんっ、は、ぁう……っ、あっ、あっ」

　彼の動きに合わせて嬌声のリズムを刻む千秋の胸先が、触れられていないのに下肢に呼応して甘く疼いた。ギュッと昭にしがみつき、体を押しつけて乳頭をなだめようとしてみるが、高ぶりに呼応して疼きは強くなっていく。

「あぁ、昭ぁ、あ、きらぁ」

「ん……千秋、すごい……締めつけてくる……っ、もう……くっ」

　ビクンと内側で昭が弾けて、強く蜜口を叩かれた千秋も絶頂を迎えた。

「ひぁ、あはぁああっ！」

　どぷっと喜びの蜜があふれて、繋がりの隙間から零れ落ちる。余韻に痙攣する胸に、昭の唇が寄せられた。

「千秋の初めてを手に入れた気分だ」

　充足に満ちたつぶやきに、千秋の目頭が感動で熱くなる。

「私も……昭と初めて繋がった気分」

　初々しい気持ちになった千秋は、昭の頬に指を伸ばした。

「ねぇ、昭」

「ん？」

「ううん……大好き」

「俺も、愛してるよ」

　チュッと軽く額にキスをされて目を閉じた千秋は、言いかけてやめた言葉を心の中で投げかけた。

（結婚したら、初夜も、こんなふうにいつもとは違った感覚になるのかな）

　体験する相手は昭でないとイヤだと考えながら、決定的な言葉はもらえるのだろうかと、幸福が強すぎるが故の不安を心の隅に置いていた。










第四章　まさかの彼も？　やだもう、大好き。








　眠る前のフットマッサージをしながら、頭の隅にこびりついて離れない悩みについて考える。

（昭は、どう思っているんだろう）

　彼はまだ結婚を意識していないのかもしれない。結婚について、女性と比べて男性はのんびりと構えていると聞いたことがある。年齢と結婚を結びつけて心配するのは、女性のほうが圧倒的に多いらしい。

（ちゃんと愛されてるって、感じているのになぁ）

　彼からの想いが伝われば伝わるほど、不安が募る。

　結婚を意識しすぎているのかもしれない。だから鬱々としてしまう。年齢的にはそろそろしたいけれど、昭のタイミングもあるだろう。がっついていると思われたくはないけれど、このままいつまでも同じ状態が続くとじれったくなってしまう。

（かと言って、そろそろ結婚したいなんて言う勇気はないし）

　どうすればいいんだろうと、進まぬ考えをグルグルと巡らせながらマッサージを終えてスマートフォンに手を伸ばす。

　前に美也子に教えてもらった情報サイト『Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉ』に、アクセスした。

　サイト内検索で、〝結婚　決め手〟と入力する。いくつか記事がヒットして、それぞれのタイトルに目を通した。

【憧れのプロポーズは？　読者アンケート集計結果】

【結婚にまつわるエピソード】

【プロポーズ前にやっておきたいこと】

【結婚する前に見ておくべきポイント】

【男女別　結婚の決め手エピソード】

【結婚相手の決め手。より良い相手の選び方】

　五つ目のタイトルが、希望のものに近い気がしてタップする。記事をスクロールしていくと、関連記事のところに【さりげなく結婚を意識させる方法】というタイトルを見つけた。

　ドキドキしながらタップする。

　——直接的な話題は重たいと感じられる可能性アリ！　さりげなく意識をさせる方法とは。

　子どもが欲しいとか、こういう生活にあこがれているとか、具体的なことを言うのは避けるようにと記事は続き、ふとした瞬間に結婚に関するものに視線を向けるなど、さりげなく意識をしている雰囲気を作り出しましょうと書いてあった。

（さりげなくって言われても）

　呆れ交じりのため息を鼻からこぼして、画面をスクロールしていく。方法として、アクセサリーショップでペアリングに視線を向けるとか、街中にある結婚関連のものに気を引かれたフリをするとか書いてあるが、それもまた具体的で重たく感じられるのではと眉間にシワを寄せた。

（さりげなく意識させるなんて、難しすぎるよ）

　かといって、具体的に迫る勇気も持っていない。

（気にしすぎなのかなぁ）

　このまま昭と過ごしていられればいいという甘い考えに浸れるほど、幼くもないし世間知らずでもない。結婚を焦る年齢ではないが、そろそろ視野に入れた付き合いを考慮する時期ではある。

「あー、もうっ！」

　両腕を上げて、伸びをする。パンッと頬を両手で叩いて鬱屈を追い出した。

　彼を信じて待っていられるのが一番いい。けれど、不安の波に揺られて落ち着かない。愛されていると感じているのに、信じ切れない理由を見つけられなくて、千秋はこめかみを抑えた。

「私が、悪いんだよね」

　気持ちを疑ってはいないのに心配になってしまうのは、昭が好きでたまらないからだ。幸せだから、怖くなっている。終わりを想像して、ひとりで勝手に焦っている。

（さりげなく、かぁ）

　逢瀬が少し物足りないと感じていたのは、仕事が忙しかったせいだ。新規プロジェクトに向けての準備で、昭は疲れていたから。海外出張も終わって、準備も整って、あとは始動するだけだから、今までどおりの甘い生活に戻るはず。

（本当に？）

　ひとまずの準備は終わって落ち着いているが、軌道に乗せるために再び忙しくなるのではないか。そうなったらまた、どこかそっけない日々がやってくるのではないかと不安になる。昭は上司からも頼られる存在だ。彼が忙しくなるたびに、こんな気持ちになるのだろうか。

　いつまで、この関係が続くのか。

　ふっと目の前が暗くなりかけて、千秋は首を振った。仕事を優先して、千秋をないがしろにする昭じゃない。だからこそ怖くなる。彼がいつか、自分の存在を重荷に感じてしまうのではないかと。

（結局は、私が安心したいだけ）

　ほうっとため息をこぼすと、脳裏にウエディングドレスのような下着の画像が浮かんできた。セーラー服風の下着を検索している時に、見つけたものだ。

「さりげなく、意識をさせる……かぁ」

　つぶやいて、着ている自分を想像する。セーラー服風の下着をつけた時は、ふたりとも学生時代の初々しいころに戻ったようで、新鮮な気分になった。ドレスのような下着を着たら、昭はなんとなく意識をしてくれるのではないかと希望を浮かべた。

（もうちょっと、やってみようかなぁ）

　三度も続けると、飽きられるだろうか。けれどサイトに書いてあったような、デート先でさりげなく結婚を意識させるなんてできる気がしない。ほかに意識をさせる方法は、思いつかなかった。

　ショッピングモールのアプリを開いて、ベビードールと入力する。以前に見た、ドレスのようなデザインのものが記憶の中でちらついている。

　セクシーでありながらエレガントなデザインの数々に、千秋は羨望と落胆を折り重ねた視線を向けた。

　愛らしいリボンをあしらった、純白のレース地のドレス。すっきりと体に沿うデザインの、シンプルで気品のあるドレス。ふんわりとしたフリルを重ねた、少し幼さを感じさせる可愛らしいデザインのものもある。

　どれも肌の露出が強いのに、いやらしさがない。下着であって、下着ではない雰囲気に、上品なまばゆさがあった。

　ウエディングドレスを連想させるデザインのものも多く、千秋は夢中になって商品ページを繰った。

　うっとりと結婚式を夢想しながら色々なデザインの商品をながめていた千秋は、光を浴びてたたずむモデルの雰囲気に惹かれて検索の手を止めた。

　明るい光を浴びてシースルーのドレスを着ているモデルは、どこか遠くを見る目をして口元に微笑を浮かべていた。長い髪は編みこまれ、後頭部でまとめられている。上半身にブラジャーはなく、胸のまるみが肌に沿ったレース越しに見えている。先端の色づきがわからないため、おそらくニップレスを付けているのだろう。蔓科の植物の刺繍が、胸の下の切り替えしのところから肩へ向かって伸びている。切り返し部分は飾りのフリルがあり、ひざ丈までのレースは無地になっていた。ショーツは胸元と同じ蔓科の植物が刺繍で描かれており、葉の部分で局所が隠されていた。

「ステキ」

　おもわずこぼれた感想に、心が浮き立つ。背面は首の後ろでリボンを結ぶデザインで、背中がパックリと開いていた。裾をつまんでたたずむモデルの表情は、はにかんでいるように見える。結婚式場のパンフレットを目にしている気になって、見入った千秋の鼓動が早くなる。

（これを着たら、どう思われるかな）

　彼もウエディングドレスを連想してくれるだろうか。

（こんな感じのドレスを着て、昭と誓いを立てられたなら）

　ステンドグラスの光を浴びながら神父に促されて誓いを口にし、結ばれたい。

「あからさま……かな」

　購入するには少し勇気が足りなくて、迷いつつ画面を閉じた千秋はベッドに入って目を閉じた。寝返りを打ち、目を閉じてみるが瞼の裏にベビードールが張り付いて離れてくれない。意識から追い出そうといてもできなくて、しばらく悩み続けてから覚悟を決めて目を開けて、先ほどの商品ページを開いて注文の文字をタップする。

（注文しちゃった）

　魂が抜けたような気になって、脱力する。これを着て昭の前に立つ自分を想像すると、震えが走った。

　怖じ気と期待が入り混じって、鳥肌が立つ。体を丸めた千秋は、自分をしっかりと抱きしめて唇を引き結んだ。

　意識をされてもされなくても、変化が怖い。先に進みたいと望んでいるのに、ためらっている。

（私が、進まなくっちゃ）

　グズグズと美也子に相談をして言われた通りにしてみたり昭の出方を待ったりするのではなく、自分から行動をしなければと今更ながら覚悟を決める。

（裸エプロンもセーラー服っぽい下着も、美也子からのアドバイスだったけれど、今回は私の選択。うまくいってもいかなくても、きっと何かが変わるはず）

　自身の中で変化があると確信をした千秋は、金曜日の夜に向けて決意を固めるのだと自分に約束をした。

　

　ショッピングモール内にあるチェーンのコーヒーショップで、千秋は昭からの連絡を待っていた。

　今日は外食をしようと誘われて、彼の仕事が終わるのをカフェで待っている。事務員の千秋より一時間ほど遅く退社する昭は、終業作業をしているところだろう。カフェオレに口をつけて、千秋は考える。

　金曜日は昭の部屋でゆっくりして、翌日に出かけるのが常だった。付き合い始めのころに、人気者の昭と付き合っていることを会社の人間に知られたくなくて、終業後にデートはしたくないと彼に言ったのがきっかけで、ずっとそれが習慣になっていた。

（なんで、急に）

　あの約束をずっと覚えていてくれて、週末に彼の家に行って土日にデートをするというパターンを守ってくれていたはずだ。もうそろそろ終業後にデートをしてもいいと思ったのだろうか。

（それとも、家に行く前に話がある……とか？）

　ヒヤリと背筋が冷たくなって、悪い想像が浮かんでしまう。

　——三年もバレないようにして、こっそり付き合っているっていうのも、なんか浮気のためって考えられなくもないし。

　不安をあおる記憶の中の美也子の声に下唇を噛んで、テーブルに置いているスマートフォンをにらみつける。

（別れ話だなんて、ないよね）

　先週も、先々週も情熱的に愛し合った。久しぶりに濃密な時間を過ごしたと感じていたのは、千秋ひとりなのか。

（単純に、外食をするだけよ）

　普段はしない恰好をした千秋に感化された昭が、気分を変えようとしているのだと結論付ける。

（きっと、そう）

　それ以外にあるはずはないと自分に言い聞かせる千秋の手元で、スマートフォンの画面が明るくなった。

　ドキリとして届いたメッセージを確認し、飲みかけのカフェオレのカップを返却口に置いて駅へ向かう。

　改札から流れ出てきた人波から昭が現れ、変わらぬ笑顔を向けられた千秋は胸をなでおろした。

（心配することなんて、ない）

　大丈夫だと不安をなだめる。

「お待たせ」

「ううん。お仕事、おつかれさま」

「千秋こそ」

　するりと手を握られて、安堵が増した。

「前に打ち合わせで使ったイタリアンの店に、千秋と行きたくってさ」

「へぇ……おいしかったの？」

「味もよかったし、雰囲気も千秋が好きそうだったから」

「楽しみ」

　握られた手に力を籠めると、昭の目じりが下がった。優しいほほえみに心と足取りがふわふわと軽くなる。

「会社終わりに、こうしてデートをするのって初めてだね」

　ぽろりと言った千秋に、昭の足が止まった。

「まだ、誰かに見られたらどうしようって心配してる？」

（覚えていてくれたんだ）

　静かな感動に胸が震えた。

「ううん。気にしてたら、断ってるよ。まだ、覚えていてくれたんだね」

　はにかみながら見上げると、昭が「当然だろう」と言って歩き出した。

「千秋がイヤなことは、しないよ」

「ありがとう」

　照れくさくて、体をぶつけるように肩で昭の腕を小突いた。子どもみたいなしぐさの千秋に、昭の温かな視線が注がれる。

　顔の筋肉がとろけそうなほど幸せいっぱいの気分で、千秋はレストランに到着した。

　木目の美しい深い茶色の柱と白いレンガで作られたレストランの入り口は、レトロなデザインのランプが下げられていた。落ち着いた雰囲気の外観に惹かれた千秋は、店内に足を踏み入れて小さな感嘆の声を上げた。

　外と同じく木目の美しいこげ茶色の床と白いレンガに包まれた店内は、テーブルも床材と同じ色のものが並べられていた。天井や壁には蔓科の植物が飾られており、ナチュラルな雰囲気を醸している。テーブルの上には一輪挿しが置かれ、黄色い花が飾られていた。

　ひと目で店を気に入った千秋は、店員に導かれて昭と共に奥の席に落ち着いた。メニューは単品のものとディナーコースのものを渡される。

「どうしよう。どれも、おいしそう」

「じゃあ、今日はコースにしておこうか。気に入ったなら、別のものを食べに、また来ればいい」

「うん」

　うきうきと返事をして、メインは白身魚のポワレを選んだ。食前酒のスパークリングワインが運ばれて、グラスを軽く持ち上げる。

「おつかれさま」

「おつかれさま」

　口をつけると、さわやかな酸味が広がった。

「おいしい？」

「うん」

　次に生ハムとチーズ、オリーブのオイル漬け、サラダが載ったアンティパストが提供された。

「かわいい。すっごく、おしゃれ！」

　声を弾ませる千秋に、昭はずっとにこにこしている。

「やっぱり、気に入ってくれた」

「ありがとう、昭」

　仕事中にも自分のことを意識してくれていたのだと、うれしくなる。

「仕事の付き合いも、こうやって千秋が笑顔になってくれる店を見つけられるから、悪くはないな」

　満足そうな昭に、千秋はちょっと甘えたくなった。

「でも、金曜日には入ってほしくないな。会う時間が減っちゃうから」

　わがままな発言だとはわかっているが、彼ともっと一緒にいたいという気持ちを伝えたくて、少し拗ねた調子で言った。

「これからは、減ったぶんの時間を別の日に会えるようにすればいい」

「えっ」

　どういうことかと、千秋は目をパチクリさせた。

「会社帰りにデートをしてもいいのなら、時間は増やせる」

　どうかな？　と目顔で問われて、千秋はうなずいた。

「もう、会社の人に知られてもいい」

　誰にも遠慮をすることなく、彼と付き合っていますと堂々と胸を張って言えるようになりたかった。

「よかった」

　安堵に口元をほころばせた昭に、小首をかしげて質問する。

「ずっと、気にしてくれていたの？」

「千秋が、からかわれたくないって思う気持ちもわからなくはないから」

「そっか……ごめんね」

　彼の安堵したような笑みに、本当は秘密にしていたくなかったのではないかと感じて、臆病だった自分の希望を尊重してくれていたことが、ありがたくも申し訳なくなった。

「謝るようなことじゃない」

　穏やかな物言いに、謝罪ではなく感謝の方がふさわしいと思い直して言い換えた。

「じゃあ、ありがとう」

「お礼を言われるほどのことでもないけど、そうだなぁ……うん、どういたしまして」

　スープが運ばれて、口をつける。キノコのポタージュはほっこりと落ち着く味がした。メインのポワレと焼き野菜がテーブルに置かれ、ほろほろとくずれる繊細な白身魚の味を堪能する。

「どれも、すっごくおいしい」

「じゃあ、次は肉料理も食べに来よう」

（会社の人に知られないようにしていたのは、やっぱり私のためだったんだって美也子に言わなくちゃ）

　浮気のためだとからかってきた彼女に、しっかりと昭の潔白を伝えなければ。

（ノロケてるって、呆れられそう）

　社内で唯一、昭との関係を知っている美也子には色々と相談に乗ってもらっていた。他の人にも付き合っていることを知られてもいいと決めたことを、あとで彼女に報告しよう。

（心配して損したなんて、言われるかも）

　あるいは、自分のアドバイスのおかげで前進できたのだと、胸を張られる可能性もある。想像してクスクス笑っていると、昭に小首をかしげられた。

「美也子に、もう内緒にしないでおくって報告したら、どんな顔をするかなって思って」

「ああ。社内で俺たちのことを知っている、唯一の相手だからな。今度、彼女も誘って何か食べに行く？」

「今まで、たくさん相談に乗ってもらったから、いいかも」

「俺とのことを、相談してたんだ？」

「うん」

「例えば？」

「え……っ、と……内緒」

「知りたい」

「ダメ」

「どうして？」

「だって、なんか恥ずかしいし」

　メイン料理を食べ終わり、ドルチェが運ばれてくる。小ぶりのケーキが三つ並んだ皿に、千秋は相好を崩した。

「かわいい」

「ごまかしたな？」

　ニヤリとした昭に、軽くとぼけた顔をしてみせる。

「まあ、いいさ。いつか聞かせてもらえるなら」

「いつまでも、聞かせないと思うけど？」

「いつまでもの先まで、待つよ」

「それって……っ」

「ん？」

「ううん。気長だなぁって思ったの」

（一瞬、プロポーズされるかもって、期待しちゃった）

　まさかねと思いつつケーキを食べ、コースの最後に出されたコーヒーに砂糖とミルクを入れて楽しむ。ゆっくりと余韻を味わって席を立ち、会計の時にレジ横に【貸し切り受付可・送別会や結婚式の二次会などに】と書いてあるＰＯＰを見つけて、ドキリとした。

「千秋？」

　どうしたのかと言外で問われて、なんでもないと首を振る。会計を終えた昭と手を繋いで、彼のマンションへ向かった。

（結婚式の二次会、かぁ）

　下見に行ったと考えるのは、気が早すぎる。まだプロポーズすら、されていないのだから。

（されたいなぁ）

　カバンの中には、注文したドレスのようなベビードールが入っている。あれを着て昭の前に出たら、彼はどんな顔をするだろう。

（察してくれるかな。それとも）

　ただ感想を述べられるだけで終わる可能性もある。期待通りにならなかったとしても、落ち込まないようにしよう。

　

　彼のマンションに到着し、先に風呂に入った千秋はベビードールを手にして悩んでいた。これを着て、期待どおりに察してもらえなかった時の自分が、どんな顔をしてしまうのかが不安だった。

（きっと、ごまかしきれない）

　わずかでもシュンとしてしまったら、昭に気づかれてしまう。どうして浮かない顔をしたのかと、聞かれるだろう。

　手の中の純白のドレスに似たベビードールを見つめていると、鼻の奥がツンとしてきた。

「やだ、まだ何もしていないのに」

　想像で落ち込むなんて、バカげている。自分を叱った千秋は唇を引き結び、覚悟を決めた。

　ショーツに足を入れ、ふわりと羽のように軽くてやわらかな素材を肌に沿わせる。リボンを結び、鏡に映った自分に向かって笑顔を作った。

「やっぱり、ステキ」

　セクシーで愛らしいドレス風の装いに、気分がわずかに浮上した。彼に察してもらえなくてもいい。自分が着たいと望んだのだから、それで満足をするのだと己に言い聞かせて脱衣所を後にした。

　リビングに向かって一歩踏み出すごとに、心音が大きくなっていく。期待をするなと頭の中で繰り返し唱えても、気持ちが勝手に膨らんでいく。

　深呼吸をして、リビングの扉のノブに手をかけた。

「よし」

　ささやくように気合を入れて扉を開けた千秋は、目を丸くした。

「え？」

　真っ白なバラの花束を持った昭が、満面の笑みで立っている。しかも彼は、金色の糸で縁取りされている赤いジャケットと黒いズボン。白いシャツに襞のついた胸飾りという、おとぎ話の王子様めいた服装をしていた。

　ぽかんとする千秋の前で片膝をついた昭が、うやうやしく花束を差し出してくる。目をしばたたかせて受け取った千秋の左手が、彼の手のひらに包まれた。

「俺の大切なお姫様。どうか、生涯を共に過ごしてくれませんか」

　改まった態度で手の甲にキスをされ、千秋は膝から崩れ落ちた。

　何が起こっているのか、状況の処理が追いつかない。

　ほほえむ昭が手のひらに乗るサイズの箱を取り出し、ゆっくりとリボンをほどいた。白い箱の中から取り出されたベルベットのリングケースに息を呑む。

（まさか……これって）

　リングケースの蓋が開かれ、銀色に輝く指輪が現れた。細身のそれは、波を思わせる二重に折り重なったデザインで、外のラインに小粒のダイヤがちりばめられている。中石は花びらのようなデザインの台座に収められていた。

「っ！」

　両手で口を覆った千秋に、待ち望んでいた言葉が捧げられる。

「結婚しよう」

　そのひと言に、一気に感情が決壊して千秋の目に涙があふれた。眉根を下げて笑う昭の首に飛びついて、肩を震わせる。

「ＯＫってことで、いいのかな？」

　喜びに喉が詰まって、声が出せない。うれし涙を流す千秋の背中を、昭の手が優しく撫でる。

（やっと……あぁ、やっと）

　頭の中で喝采が巻き起こり、体中が弾けそうなほどの歓喜に満たされた。昭の唇が髪に触れ、額に触れて目じりをぬぐわれる。顔を上げた千秋は、静かに彼の唇に口を寄せた。

「っ……ありがとう」

　しゃくりあげる千秋の左手が持ち上げられて、薬指に指輪がはめられた。また喜びがこみあげて、涙となってあふれ出る。

「ふ……っ、うれしい……昭ぁ」

「うん。俺も、うれしい」

　抱き合って、唇を重ねて想いを伝える。キスの途中で、ふっと笑いがこみあげてきて、止まらなくなった。

「ふふ……っ」

「千秋？」

「ん……なんか、王子様の昭って、すごいなぁって」

「すごい？」

　どういうことかと不思議そうにする彼の頬を両手で包む。

「私にとって、昭は王子様だから。王子様の恰好をしてプロポ―ズしてもらえるなんて、サプライズすぎておかしくて」

「変かな？」

「そういう意味の、おかしいじゃなくて」

　うまく表現できなくて、千秋は彼のジャケットの襟を指先で撫でた。ハロウィンなどで使われるような、大量生産品のものだとわかる生地だが、昭が着ていると本物の王子様の衣装のような気がしてしまう。

「すごく、うれしいっていうか……学生デートをした夢を見たって、前に言ったでしょう？」

「うん」

「あの時みたいな感じがするの」

　少し考える顔になった昭の目じりが、ふいにとろけた。

「夢の中みたいに、しあわせ？」

　彼の目じりにつられて、千秋の心もとろける。

「うん。おとぎ話の世界に入り込んだみたい」

「それを言うなら、俺だって。お姫様みたいな恰好の千秋を見て、違う世界に迷い込んだ気がしたよ」

「うそ」

　照れくさくて、にやけてしまう頬を抑えきれなくて、千秋は顎を下げた。

「本当だ」

　顎に指をかけられて、上向かされる。

「きれいだよ、千秋」

　グッと喜びが胸に迫って、とっさに返事ができなかった。

「愛してる……俺の、俺だけのお姫様」

「っ、昭……私も」

　想いがこみあげて、瞳が潤む。心が寄り添い、もっと深い場所で繋がりたいと互いに望んでいることが、視線で感じられた。彼の首に抱き着いて、しっかりと腰を抱かれて頬を寄せた。唇を重ね、どちらともなく舌を伸ばして絡めあい、互いの口腔をまさぐった。

「んっ、ふ……ぁ、ふ……ぅう、ん……む、ぅ……は、ぁあ……んっ、んっ」

　もっと深く、もっと激しく繋がりたい。気持ちをすべて昭に注ぎ込みたい。

　彼の首にしがみつく腕に力を込めて、より深く口腔で繋がることのできる角度を求め、千秋は顔を押しつけた。舌の裏側を昭の舌先でくすぐられ、鼻から甘い息が漏れる。下腹がじんわりと熱くなり、全身の性感帯が目覚める気配がした。

「ふ、はぁ……あっ、ん」

　乳首がジンジンと甘痒く疼いて、女の園がざわめいた。体中が昭の愛撫を欲しがっている。

「昭ぁ」

　望みを込めて呼んだ千秋の腰に、昭の手が触れた。撫で上げられただけで腰がくだけそうになるほど心地いい。

「は、ぁあ……んっ」

　胸の下の切り替えしで昭の手が止まる。ささやかだが形のいい乳房が、彼の指を求めている。視線で訴えた千秋は腰を抱かれて、彼と共に立ち上がった。ダンスを踊るような足取りで、キスをしながらベッドに移動する。倒れ込んだ千秋と昭を、マットが受け止めてくれた。

「んっ、ぁ……っ」

　首筋を撫でられ、鎖骨をくすぐられて、尖った乳首がレースを押し上げる。透けている色づきに、昭が愛おしそうに目を細めた。

「脱がすのがもったいないな」

　つぶやいた彼の唇が乳頭に触れて、千秋はギュッと目を閉じた。チュクチュクと甘えるように吸われ、舌先で弾くように転がされる。

「はぁあ、ん……っ、あ」

　濃艶な痺れが先端から乳房に広がり、肌を巡って蜜壺を震わせた。ジワリと愛液が滲んで、肉花がヒクヒク揺れる。

「んっ、ぁあ……昭ぁ……っ、は、ぁ」

　彼の髪をまさぐって、首を伸ばしてキスをする。脚を開き、昭の腰を引き寄せた。股間の膨らみで女丘を擦られると、官能の息がこぼれた。

「ぁ、ああ……あぁ」

　隘路が熱杭を求めてうごめいている。早く彼と繋がりたくて、千秋は腰をくねらせた。

「昭、ねぇ」

「まだ、もっと」

　いたずらっぽい声で唇をつつかれて、千秋の心が花の香りに包まれたようにトクンと鳴った。たっぷりと舐られた乳嘴が色濃く熟れると、昭の唇はもう片方に取りかかった。色づきの周囲を舌先でなぞられて、焦れた中心が淡くざわめく。硬く凝った方を指の腹でつままれ、クリクリと捏ねられると腰が跳ねた。

「ぁはっ、あぁん」

　女の園がしっとりと濡れていく。花弁が布越しの硬い熱情を包もうと波打った。

「んんっ、ふ……ぅう……っ、あぁあん」

　目の奥が快楽にクラクラ揺れて、肌が粟立ち溶けていく。体の力が抜けていくのに、昭を求める内側は躍動を強めていった。

　両方の胸を口と指で愛してくれる昭の左手に太ももを撫でられて、千秋の足の力が緩んだ。するりと腰を浮かせた昭の手が、ショーツ越しに秘裂に触れる。指先でゆっくりと撫で上げられて、千秋は鼻の先から嬌声を響かせた。

「はふぅあぁあん」

　背中を反らせた千秋の胸から、昭の顔が離れた。両手で膝裏を持ち上げられて、脚を大きく開かされる。

「濡れて、透けてる」

　カッと満面が熱くなった。湿ったショーツが肉花に張りつき、局部を隠す葉の刺繍部分から花弁が透けているのだと思うと、羞恥で逃げ出したくなった。

「やっ、見ないで」

「どうして？　すごくセクシーなのに」

　クスクス笑う昭の顔が脚の間に下りてきて、千秋は淫靡な期待と恥ずかしさに唇をかみしめた。

「すごく似合っているから、脱がせるのがもったいないな」

　ささやきが湿ったショーツに触れて、淡い刺激に陰唇が切なくなった。ショーツがずらされ、秘唇にキスを与えられる。舌でふっくらと濡れた花弁をなぞられると、頭の芯が恍惚にとろけた。

「は、ぁふ……ぅうん」

　ピチャペチャと、わざと濡れ音を立てて陰唇と深いキスをする昭の手で開かれた脚を震わせ、千秋は足指をギュッと握って快楽と羞恥に流されそうになる理性を引き留める。奔放に乱れてしまいそうな自分が怖くて、彼に淫らだと思われたくなくて体に力を入れるのに、舌技はヒダとともに千秋の理性もめくりあげた。

「ぁふぁあっ……昭ぁ、ダメ……っ、ダメぇ」

「どうして？　千秋、すごく濡れて気持ちがよさそうだし、誘うみたいに動いているけど」

　イヤイヤをするように首を振って、足をばたつかせる。

「ここにキスをされるのはイヤ？」

　チュッと秘裂の先を吸われて、千秋は短く鋭い嬌声を上げた。

「ひぁんっ！」

　舌が差し込まれ、奥に隠れていた陰核を絡め取られて吸われると、えもいわれぬ濃艶な衝撃が体を巡った。

「はぅうんっ！　あ、ダメぇ、昭ぁ……あっ、ああ、お、おかしくなっちゃ……っ」

「なってほしくて、してるんだけど？」

　茶目っ気たっぷりに返されて、快感で涙目になった千秋は甘えた声で「バカぁ」と言いつつ、昭の髪を指でまさぐった。

「も、それ以上は……っ、昭……ねぇ、昭ぁ」

　とめどなく蜜壺から愛液があふれ出て、ふっくらと陰唇が艶めいた。グロスを縫ったように淫らにきらめく肉花を指で探られ、千秋は自分の乳房を握りしめた。

「あぁ……あっ、ああ」

　下肢への愛撫が電流となって脳天まで駆け上がり、甘い痺れに感化された胸の先が刺激を求めて震えている。

「昭ぁ、あ……きら……っ、ねぇ、ああ……もう、あっ、あぁ」

　気持ちがよすぎて、じっとしていられない。身もだえる千秋の下肢の口から顔を離した昭の唇が、へそに触れた。

「気持ちよくなっていく千秋を見ていたら、俺もおかしくなりそうだ」

「んっ、昭ぁ」

　腕を伸ばして彼を求める。チュッと顎にキスをされて、千秋は目を細めた。

「ひとつになりたい……いい？」

　コクリとうなずいた千秋から離れた昭が、サイドボードから避妊具を取り出して装着する。服を脱ぎ捨てた昭の手が、ベビードールのリボンに触れた。

「脱がすのが、もったいないな」

　つぶやいた彼の手でショーツを脱がされた千秋は、昭に開かれるのを待った。おおいかぶさってきた彼の肩に手を伸ばし、脚の間に招き入れる。

「俺のお姫様。婚約の誓いをもっと深いところに立ててもいい？」

「もうっ、バカ」

　はにかみながら、冗談めかして昭の頭をペチンと叩く。クスクス笑ってキスをして、彼の切っ先に肉花を開かれた。

「っ、ふ……はぁ……あっ、昭」

　入り口を切っ先で擦られて、愛液が空気と混ざる音が響いた。淫靡で幸福な音色に浸っていると、怒張がゆっくりと隘路に押し込まれた。

「ぁ……っはぁ、ふ……く、ぅうんっ」

「苦しい？」

　ううんと首を横に振って、言葉で求める代わりに彼の腰に脚をかけて引き寄せる。うれしそうに瞳をキラキラさせた昭が、さらに奥を目指して進んだ。

「は、ぁう……っ、あっ、ああぁあ」

　たくましい熱を歓迎する隘路が淫壁へと変化して、もっと深い場所へと彼を誘った。自然と腰を上下に揺らす千秋に合わせて、昭が前後に体を動かす。ピチュ、パチュンと愛液が鳴り、昭の肌と千秋の肌がピッタリと重なっては離れてと繰り返す。

「はんっ、はっ、はぁうっ、あはっ、はんっ、はっ……はぁあっ、昭ぁ、あっ」

「千秋、かわいいよ、千秋……すごく似合ってる……清楚なのにセクシーで、あぁ、うまく言えないな」

「んっ、昭……うれしい……っ、昭、ぁ」

「愛してるよ、千秋」

　ポロポロと涙がこぼれる。うれしくて、気持ちがよくて、幸せで。

「昭ぁ」

　涙で滲んだ視界に映る昭は、獣欲をみなぎらせた瞳でほほえんでいた。捕らえられた獲物の気分と、愛されている安心感を同時に味わう千秋の内側はグズグズにとろけてしまった。

「はぁあんっ、あ、ああ……昭ぁ、あっ、いい……っ、気持ちいいの」

　素直に言った千秋の内側で、熱がグンッと強さを増した。

「千秋」

　かすれ声の昭が勇躍し、息を乱す。激しく突き上げられて、ガクガクと揺さぶられる千秋は愛しい人にしがみついた。

「ああっ、昭……っ、昭ぁ……好きっ、あ……ずっと、ずっと一緒に」

「もちろんだ、千秋。ずっと一緒にいよう。愛してる……千秋だけ、愛しているよ」

　息を乱し、ふたりで恍惚の高みを目指す。頭の先まで昭で満ちた千秋は、体の中心でまばゆい光が膨らんでいくのを感じた。

「ふぁあっ、あ、昭ぁ、あっ、あぁ……ねぇっ、あ、もう……っ」

「うん、俺も……っ、一緒に……千秋」

「んっ、うん、うん……昭っ、昭ぁ」

　激しさを増す突き上げに身をまかせ、千秋は迫りくるものを迎え入れた。蜜路が締まって熱情を絞る。刺激にビクンと跳ねた熱杭が弾けて、蜜壺の口を叩かれた千秋の中に光があふれた。

「あぁ……っ、あぁああ————っ！」

　声にならない悲鳴を上げて、大きく反りかえった千秋の背中を、昭の腕が支えてくれた。ブルッと大きく震えた昭は硬直し、千秋はぐったりと弛緩した。

　ふたり同時に物憂くも充足した吐息をこぼし、重なり合って唇を軽く重ねる。

「千秋」

「昭」

　名を呼びあってクスクス笑い、淡いキスを繰り返して余韻を楽しむ。法悦にたゆたいながらのキスは、極上の幸せを味わわせてくれた。

　浮遊感が落ち着いて、かわりに気だるさがやってくる。体の重みが愛しくて、幸福に浸ったまま目を閉じて眠ってしまいたいけれど、もったいない気もする。左手を持ち上げて目の高さに上げ、薬指に光る確かなものを見つめた。

「遅くなってごめん」

　左手を包まれて指先にキスをされ、千秋は疑問を浮かべた視線を昭に向けた。

「このプロジェクトがひと段落したら、プロポーズしようと考えていたんだ。だけど、忙しい時間が長くて、やきもきさせちゃったみたいだな」

「やきもきって……気づいていたの？」

「少し、千秋の様子がおかしいとは感じていたんだ。だけどそれは、ふたりの時間が満足に取れなくなっていたからだと思ってた。まさか、不安になっているなんて思いもしなくて……ゴメン」

「そんな……っ、あの……私が、その……変わった格好をしたりしたから、変だなって思ったってこと？」

「俺を元気づけようとしてくれているんだと思った。仕事で疲れている俺を、癒してくれようとしているんだなって。だけど、きっと千秋だけで思いついたことじゃない。相談するなら、ひとりしかいないんじゃないかって、聞いてみたんだ」

「聞いてみたって、まさか……美也子に？」

　驚く千秋に、昭は素直に首肯した。

「そうしたら、千秋は不安になっているんだって叱られたよ」

「叱られたって……私が勝手に不安になっていただけで、昭は何も悪くないのに」

「不安にさせたことが、よくないことだろう？　勝手にじゃなくて、不安になる要素があったから、千秋は相談をしたんじゃないのか」

「ん、でも……周りに結婚の話とかが出てきて、焦ったっていうか……昭は何も悪くなくって、私が勝手に気にしていただけだから」

「きちんと千秋と向き合っていたら、気づいていたのに。早くプロジェクトを落ち着かせて、プロポーズをするんだって、自分の計画でいっぱいになってた」

　少しも落ち度がないのに、労わってくれる昭の優しさに胸が詰まった。

「だから、俺も千秋がしてくれたみたいに普段とは違う格好をしてプロポーズをすることにしたんだ。王子様風の格好をしたのは、千秋にとっての王子様でいたいと思ったから。そうしたら、千秋がドレスみたいな恰好で出てきただろう？　やっぱり俺のお姫様は、千秋しかいないって確信したよ」

　静かに抱きしめられて、彼の体に寄り添って目を閉じる。彼のぬくもりと香りに包まれて、千秋の頬は無邪気にゆるんだ。

「千秋を誰にも渡したくない。だから、これからは会社でも堂々と付き合っていることを公表してもいい？」

「うん……私も、昭を誰にも取られたくない」

「俺は、誰かに取られたりしないよ」

「私も、昭以外は考えられない」

　見つめあっていると、ふいに互いに真剣な表情になった。

「これからもずっと、俺のそばにいて欲しい」

「ずっとずっと、昭のそばにいる」

「約束だ」

「約束する」

　ふわっと表情を和ませて、抱きしめあう。

　薬指の確かな証が、きらりと光った。






あとがき








　こんにちは。あるいは、はじめまして。水み戸とけい、です。

　なんか、おいしそうなものがたくさん出てきた……タベタイ。

　千秋はあれこれ料理をしていたけれど、私は、料理は嫌いじゃないけど面倒くさいってなります。

　誰かいたら、作ろうかなって気になるけど、自分ひとりだと、腹がくちくなればいいやって、適当に腹に収める感じ。

　前はねぇ、ひとり暮らしなもんで、食材を……たとえば、キャベツ半玉より、ひと玉で買った方がお得だし、一人前より数人前を作る方が楽だし、いくつか作り置き冷凍をしていたら、食材の種類も使えるし……ってことで、５品くらい作って小分け冷凍、なんてマメなことをしていたんだけど、今はもう……メンドクサってなってる。

　電子レンジと、冷凍野菜ミックスがねぇ、便利なんですよ。

　地中海野菜ミックス、とか、和風野菜ミックス、とかねぇ、あるんですよねぇ。

　あれを耐熱容器にぶち込んで、出汁みりん醤油とか入れて、チーン！

　その間に、あれこれできる。

　便利。

　朝も、クッキングシートをトレイに敷いて、その上に卵とウインナーを乗せて、十分くらいスイッチひねって、その間に顔を洗って着替えをして……チーン！　はい、目玉焼きとウインナーできましたぁ！

　って、してる。

　時短。

　便利。

　文明の利器と、企業さんたちの色んなタイプの冷凍野菜ミックス、ほんっと便利。

　めっちゃ便利。

　そういうことしているのに、なんで……忙しいってわけじゃないけど、やる事とやりたい事が渋滞してしまうんだろう？

　不思議。

　

　こんなところまで読んでくださって、ありがとうございます。

　セクシーな表紙を描いてくださった園その見み亜あ季き様、ヒーローの強い視線と引き込まれているヒロインの表情、たまりません！　大感謝です。

　それでは、また次回、お会いいたしましょう！
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